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定定 時時 制制 ・・ 通通 信信 制制 課課 程程 でで 学学 ぼぼ うう とと すす るる 皆皆 ささ んん へへ

　高校は、学習する時間帯などによって、全日制、定時制、通信制の三つの課程に

分類されます。

　高校の卒業資格としては、どの課程を卒業しても全て同じです。

　現在、皆さんと同じ世代の方々が、都立高校の定時制課程や通信制課程で、将来

への希望に燃えながら、明るく楽しい高校生活を送っています。また、既に社会人

として活躍している方々も、新たに高校の卒業資格を取得しようと頑張っていま

す。

　東京都では、できるだけ多くの方々が高校で勉強する機会を持つことができるよ

う、定時制課程、通信制課程の高校を設置しています。

　この入学案内が、進路を決定する際の手引として皆さんのお役に立つことができ

れば幸いです。

【 都⽴⾼校の⼊試や進学等に関する相談 】
・都⽴⾼校⼊試相談コーナー

電話 ０３（５３２０）６７５５
月曜日から金曜日まで（祝日・年末年始を除く。） 午前９時から午後５時まで

〒163-8001  東京都新宿区西新宿二丁目８番１号（都庁第二本庁舎１５階）

・東京都教育相談センター ⾼校進級・進路・⼊学相談
電話 ０３（３３６０）４１７５

平日 午前９時から午後９時まで
土・日・祝日 午前９時から午後５時まで
（閉庁日・年末年始を除く。）

〒169-0074  東京都新宿区北新宿四丁目６番１号（東京都子供家庭総合センター４階）

問合せ先
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定時制課程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 学校選びに当たって 
  学校選びに当たっては、以下のことに留意しましょう。 

 (1) 各学校の特⾊を⼗分理解して学校を選ぶ 
   定時制高校には、普通科、専門学科（農業・工業・商業・情報・併合・産業）及び総合学科の学校があ

ります。また、昼間に学べる学校もあれば、夜間に学べる学校もあり、単位の修得方法によって学年制、

単位制という違いもあります。 

   様々なタイプの学校がある中で、自分に合った学校を選ぶためには、事前にどういう学校か、十分確認

し、理解しておくことが大切です。 

 (2) ⾃分の適性・能⼒・進路・学習環境などをよく考えて学校や学科を選ぶ 
例えば、大学や短期大学への進学を考え、普通科の高校を選ぶことも良いでしょう。また、専門の知

識・技能を身に付け、一日でも早く社会で活躍するためには、専門学科の高校が適しているでしょう。も

ちろん、専門学科の高校から大学への進学も可能です。さらに、働きながら学ぶためには、勤務地と学校

の場所を考えて学校を選ぶことも必要です。 

＊ 転勤その他の事情で通学することが困難になった場合、すぐに中途退学などの進路変更をしないで、

担任の先生やこの入学案内の表紙の裏に記載している、都立高校入試相談コーナー又は東京都教育相談

センターに御相談ください。最善の道を見つけましょう。 

 

２ 学費はどのくらいかかるか 
(1) 授業料  （学年制：年額 32,400 円、単位制：1 単位当たり 1,740 円） 

平成 26 年度入学生から、⾼等学校等就学⽀援⾦制度（以下「就学支援金」といいます。）が導入されま

した。就学支援金は、保護者等の「区市町村民税の課税標準額×６％－区市町村民税の調整控除の額」が 

３０万４,２００円（年収目安約９１０万円）未満の世帯が対象で、認定された場合、学校に就学支援金を

支給することで、生徒の授業料が無料になる制度です。手続を行わない場合、授業料を御負担いただくこ

とになります。 

なお、標準修業年限（48 月）を超えて在学している方は、就学支援金の対象になりません。 

標準修業年限を超えて在学し、過去に中途退学をしたことがある方は、学び直し⽀援⾦制度により、卒 

業までに必要な在学期間のうち、最長 24 か月、就学支援金と同様の支援を受けられる場合があります。 

 定時制課程とは、 
夜間、その他定められた時間帯に授業を⾏う課程のことで、修業年限は３年以上です。 

○ 都立高校定時制課程には、夜間に学ぶ学校のほか、昼間に学べる学校もあります（授業時間につ

いては、「４ 授業時間はどのようになっているか」を参照）。 

○ 都立高校定時制課程には、１年ごとに定められた単位を修得すると次の学年に進級でき、４年

（一部は３年）を修了すると卒業できる「学年制」の学校と、学年の区別がなく、卒業までに決め

られた単位数を修得すれば卒業できる「単位制」の学校とがあります。 

○ 都立高校定時制課程では、修業年限を４年とする学校が多いですが、一部の学校では、高等学校

卒業程度認定試験の合格科目や、昼夜間定時制高校における他部の科目の履修による単位認定等の

方法により、３年で卒業する道が開かれています。３年で卒業できる学校については、「都立高校

定時制・通信制課程設置校一覧」（22～29 ページ）を参照してください。 

  ※高校によって内容が異なりますので、詳しくは各高校へ直接お問い合わせください。 

○ 働きながら学ぶ生徒は、勤労学生として所得税の控除を受けられる場合があります。 
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また、令和６年度から、都内在住で所得制限により就学支援金又は学び直し支援金の対象とならない世

帯に対して、都独自に授業料の全額免除を実施しています。所得制限以外の理由（在籍期間超過等）によ

り就学支援金等の対象とならない場合は、授業料免除の対象になりません。 

  (2) 学校徴収⾦ 
授業料のほかに、各学校で定められた学校徴収金を納入していただきます。学校徴収金には、授業や校

外学習等の学校教育活動に必要な経費のうち、生徒・保護者が負担する教材費などの経費（積立金）、給食

費、生徒会活動に必要な経費（生徒会費）やＰＴＡ会費などがあります。各学校が定めた金額を、指定さ

れた方法により納入してください。 

  (3) 奨学のための給付⾦(奨学給付⾦)  
高校生が安心して教育を受けられるよう、学校徴収金等の授業料以外の教育費負担を軽減するため、次

のアからウまでの全ての要件を満たしている保護者を対象に、返済不要の給付金を給付します。 

ア 高等学校等就学支援金又は学び直し支援金の受給資格を有する高校生がいること。 

イ 生活保護受給世帯又は都道府県民税所得割及び区市町村民税所得割が非課税（0 円）（家計が急変した

場合も含む。）の世帯であること。 

ウ 保護者が都内に住所を有していること。 

(4) 給付型奨学⾦ 
  平成２９年度から誰もが安心して学び、持てる可能性を最大限伸ばすことができるよう、学習の成果 

 を明らかにする資格試験や学校における勉強合宿・語学合宿等の教育活動にかかる経費等を、保護者の 

代わりに都が負担する都独自の現物給付方式の奨学金制度が導入されました。具体的な対象経費につい 

ては学校によって異なります。生徒・保護者への現金給付は原則としてありません。 

 (5) その他 
   働きながら学ぶ方等は、教科書の購入代金や給食代等について補助金を受けられる場合があります。ま

た、経済的理由で修学が困難である場合、奨学資金の貸付制度（東京都育英資金）を利用できる可能性が

あります。 

 ※ 上記（1）～（5）に関する申請方法等の詳細は、入学した学校の経営企画室にお問い合わせください。 

 (6) 主な⽀援⾦制度の⽐較 
制度 就学⽀援⾦ 奨学のための給付⾦ 給付型奨学⾦ 

対象経費 授業料 授業料以外の教育費の⼀部 
学校が定める教育活動へ 

参加するための経費 

対象世帯 

区市町村⺠税の課税標準額
×６％－区市町村⺠税の調
整控除の額が 304,200 円

未満の世帯 
（年収約９１０万円未満） 
※ 所得超過の場合は都の減

免制度により授業料免除 

生活保護受給世帯 並びに 
都道府県⺠税所得割及び区
市町村⺠税所得割が非課税
（家計が急変した場合も含

む。）の世帯 
（年収約２7０万円未満） 

生活保護受給世帯 並びに 
都道府県⺠税所得割額及び区市町村⺠

税所得割額を合算した額が 
85,500 円未満の世帯（家計が急変し

た場合も含む。） 
（年収約３５０万円未満） 

⽀給⾦額 

学年制 月額 2,700 円 
生活保護 
受給世帯 32,300 円 生活保護受給世帯 並びに都道府県⺠

税所得割及び区市町村⺠税所得割が 
非課税の世帯 上限 50,000 円 

単位制 
１単位につき

1,740 円 

非課税世帯
（第１子） 122,100 円 

非課税世帯 
（第２子） 143,700 円 

都道府県⺠税所得割額及び区市町村⺠
税所得割額を合算した額が 

85,500 円未満の世帯 上限 30,000 円 
  ※ 令和６年度現在のものであり、対象世帯や⽀給⾦額が変更になる可能性があります。 
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３ 授業内容や卒業資格はどのようになっているか 
 (1) 授業内容 
   各学校においては、国語、地理歴史、公民、数学、理科、外国語などの各学科に共通する各教科・科目 

を主として学習します。専門学科においては、各学科に共通する各教科・科目のほかに農業、工業、商業 

など、それぞれ主として専門学科において開設される各教科・科目を学習します。 

   また、総合学科の高校では、各学科に共通する各教科・科目と主として専門学科に開設される各教科・ 

科目の両方から科目を選択し、総合的に学習できます。 

 (2) 卒業資格 
ア ３年以上在籍する。 

イ 必履修科目を全て履修し、74 単位以上を修得する。 

ウ 特別活動の成果がその目標からみて満足できると認められる。 

 ※ 高校によって内容に若干の差異があるので、詳しくは各高校へ直接お問い合わせください。全日制課

程と卒業資格等の違いはありません。 

 

４ 授業時間はどのようになっているか 
 (1) 夜間の定時制課程 
   午後５時 30 分頃から午後９時頃までの、１日４時間授業です（給食の時間は、始業前又は第１時限終

了後に設定している学校がほとんどです。）。なお、単位制高校の六郷工科高校、飛鳥高校、青梅総合高校

及び東久留米総合高校では、午後３時 45 分頃からの１日６時間授業を受けることもできます。 

 (2) 三部制を採る単位制の定時制課程 
（⼀橋、浅草、荻窪、⼋王⼦拓真、砂川、六本⽊、⼤江⼾、世⽥⾕泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘、小台橋、⽴川緑） 

 

 

 (3) 四部制を採る単位制の定時制課程（新宿山吹） 

 

                  

 

 

５ 部活動にはどのようなものがあるか 
 部活動は、放課後等に希望する者同士で活動します。以下に主なものを挙げました。部活動を通して友情

を深め、高校生活の良い思い出を作りましょう。また、定時制・通信制生徒のための「東京都立高等学校定

時制通信制課程芸術祭」、「東京都高等学校定時制通信制生徒生活体験発表会」、「東京都高等学校体育連盟定

時制通信制総合体育大会」等があり、さらに、全国大会が開かれる大会もあります。 

 (1) 文化部 
演劇・写真・美術・漫画・文芸・囲碁・将棋・天文・パソコン・軽音楽・茶道・英語・家庭 等 

 (2) 運動部 
野球・サッカー・バスケットボール・バレーボール・テニス・卓球・バドミントン・柔道・剣道・陸

上・水泳 等 

部 授業時間（例） 

１部 午前８時 50 分～午後０時 30 分 

２部 午後１時 15 分～午後４時 55 分 

３部 午後５時 20 分～午後９時 05 分 

部 授業時間 

１部（普通科） 午前 ８ 時 40 分～午後０時 20 分 

２部（普通科・情報科） 午前 10 時 40 分～午後２時 50 分 

３部（普通科） 午後 １ 時 10 分～午後４時 50 分 

４部（普通科・情報科） 午後 ５ 時 2０分～午後９時 10 分 

※「１部」に在籍する生徒が 

 「２部」の授業の一部を履修するなどの 

「他部履修」も可能です。 

※ 左記は一例です。 

 授業時間帯は、学校によって若干異なります。   

※「１部」に在籍する生徒が 

 「２部」の授業の一部を履修するなどの

「他部履修」も可能です。 
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６ 応募資格や出願方法はどのようになっているか 
 (1) 応募資格 
   次のア又はイのどちらかに該当し、都内に住所若しくは勤務先を有する者又は入学日までに都内に住

所若しくは勤務先を有することが確実な者（入学後も引き続き都内に住所又は勤務先を有することが確

実であること。） 

   なお、既に高校を卒業している者が、卒業した学科と同一の学科に再入学することはできません。 

ア 令和７年３月に中学校を卒業する見込みの者又は既に中学校を卒業している者 

  イ 相当年齢に達し、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された者 

(2) 出願に必要な書類 
ア 中学校を卒業する見込みの者 

(ア) 入 学 願 書・・・推薦に基づく入試、第一次募集・分割前期募集において、インターネットを

活用した出願（以下「インターネット出願」といいます。）を実施します。令

和６年 10 月１日以降に撮影した正面上半身脱帽の顔写真の画像を添付する必

要があります。入力方法の詳細については、後日、東京都教育委員会のホーム

ページなどで公表します。 

 なお、第一次募集・分割前期募集においてやむを得ずインターネット出願が

できない場合、また分割後期募集・第二次募集においては、所定の入学願書に

より出願を行うこととし、入学願書は都立高校共通の様式を使用します。記入

の仕方など御不明な点については各高校にお問い合わせください。ただし、一

橋、新宿山吹、荻窪、六本木、大江戸、世田谷泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘、小台橋及

び立川緑の各高校の入学願書は、各校独自の様式となりますので、各高校にお

問い合わせください。 

(イ) 調 査 書・・・出身中学校で作成し、都立高校長宛ての親展扱いとします。ただし、六本

木、大江戸、世田谷泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘、小台橋、立川緑及び八王子拓真

（チャレンジ枠）の各高校では調査書の提出は必要ありません。 

(ウ) 自己ＰＲカード・・・志望理由や、中学校で取り組んできた学習や様々な活動から得たことなど、

志望校に最も伝えたいことを自ら記入します。記入に際しては、各高校が示

している「本校の期待する生徒の姿」を参考にしてください。ただし、六本

木、大江戸、世田谷泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘、小台橋、立川緑及び八王子拓真

（チャレンジ枠）の各高校では、自己ＰＲカードの代わりに、学校所定の

「志願申告書」の提出が必要です。 

   (エ) 入学考査料・・・950 円を、インターネット出願では、出願サイト上で決済（クレジットカー

ドによる決済を行うことが可能です）するか、納付書を用いて納付書裏面に記

載の金融機関等に納付し、その領収証書の画像を出願サイトにアップロードし

ます。所定の入学願書を用いる場合は、納付書を用いて納付し、その領収証書

を入学願書の裏面に貼り付けます。ただし、営業時間終了等で金融機関等に納

付できない場合は、入学願書提出の際に志願する高校に現金で納付してくださ

い。 
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イ 既に中学校を卒業している者 

(ア) 上記ア(ア)から(エ)まで（ただし、令和７年３月 31 日現在満 20 歳以上の者は、上記ア(イ)の

代わりに卒業証明書が必要です。） 

(イ) 住民票記載事項証明書又は都内の勤務先（見込みを含む。）を証明する書類 

(ウ) 令和７年３月 31 日現在満１８歳以上（平成 1９年４月１日以前に出生）の者で、希望する者

については学力検査を行わず、面接及び作文により選考します（これを「定時制成人受検者特別措

置」といいます。）。希望する者は上記のほか、「成人受検者特別措置申請書（所定の用紙）」を入学

願書等に添付して提出してください。ただし、定時制課程単位制（※）及び通信制課程の高校で

は、この措置を適用しません。 

なお、選考に当たっては、中学校を卒業する見込みの者及び既に中学校を卒業した者（ただし、

定時制成人受検者特別措置適用者を除く。）からの合格者を決定することに努めた後、定時制成人

受検者特別措置適用者からの合格者を決定するものとします。 

（※）定時制課程単位制の高校：一橋、新宿山吹、浅草、荻窪、飛鳥、板橋有徳、八王子拓真、 

砂川、六郷工科、青梅総合、東久留米総合、六本木、大江戸、 

世田谷泉、稔ヶ丘、桐ヶ丘、小台橋、立川緑 

 (3) 出願方法 
  ア 第一次募集・分割前期募集 

志願者は、インターネット出願を行うとともに、出願に必要な書類を出願受付期間に必着するよ

う、都立高校に、簡易書留郵便等の追跡可能かつ対面で受け渡される方法で提出してください。ただ

し、都内の中学校に在籍している方は、中学校が出願に必要な書類をまとめて都立高校に送付しま

す。 

なお、受付期間内に出願に必要な書類を郵送することができないやむを得ない事情がある場合に

は、志願する都立高校に連絡の上で、持参により提出することができます。 

イ 分割後期募集・第二次募集以降 

入学願書受付期間中に、志願する高校の窓口に出願に必要な書類を提出してください。 

なお、郵送により出願する場合は、入学願書提出期限までに簡易書留郵便で到着したものに限り受

け付けます。その際、提出書類に、受検票返送用の定型（長形３号）の封筒（返信時の宛先として、

志願者の住所・氏名を明記の上、返信用切手を貼り付けたもの）を同封してください。 

 (4) 入試日程及び受検科目等 
次ページ以降の「令和７年度入試日程」及び別表１～３「都立高校定時制課程 受検教科等」を参照

してください。 

  (5) 入学料 
合格者には、合格発表時に「入学料納入通知書」を交付しますので、指定の日までに入学料 2,100

円を金融機関等で納付してください。 

   なお、納付が困難な場合には、入学料を減額又は免除する制度があります。 

 

７ 単位制高校について 
  単位制高校（定時制課程）は、誰でも、必要に応じて高校教育が受けられるようにすることを目的とし

ています。他の高校での在学期間及び修得単位も累積加算して、３年以上高校に在学し、所定の単位を修

得すれば、卒業資格が得られます。 
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令和７年度入試日程　

１　都立高校定時制（２～４の学校を除く。）

２　チャレンジスクール及び八王子拓真高校（チャレンジ枠）

３　一橋高校、浅草高校、荻窪高校、八王子拓真高校（一般枠）及び砂川高校

４　新宿山吹高校

※1　第２学年相当以上の学力検査等は、２月20日(木)に行います。

※2　全日制都立高校の推薦に基づく入試と同じ日時に行います。

　 ◎ 第二次募集は、第一次募集において入学手続人員が募集人員に達していない高校についてのみ実施し、不足している人数を募集します。

　 ◎ 上記の募集が終了して、なお定員に達しない学校は、更に募集する場合がありますので、志望校、都立高校入試相談コーナー又は東京

　　 都教育相談センターのどちらかにお問い合わせください。

六本木高校
大江戸高校
世田谷泉高校
稔ヶ丘高校
桐ヶ丘高校
小台橋高校
立川緑高校
八王子拓真高校
(チャレンジ枠)

課　程　等

課 程 等

第一次
募集

〔入力期間〕令和６年12月20日
（金）から令和７年２月５日（水）
午後５時まで
〔書類提出期間〕令和７年１月30日
（木）から２月５日（水）まで

インターネット出願を行い、かつそ
の他出願に要する書類については、
上記書類提出期間必着で、各都立高
校に簡易書留郵便等により郵送した
ものを受け付ける。

第二次
募集

令和７年３月24日(月)
　午後３時～午後７時

志願変更

新
宿
山
吹
高
校

学力検査
に基づく

入試

第一次
募集

第二次
募集

〔入力期間〕令和６年12月20日
（金）から令和７年２月５日（水）
午後５時まで
〔書類提出期間〕令和７年１月30日
（木）から２月５日（水）まで

インターネット出願を行い、かつそ
の他出願に要する書類については、
上記書類提出期間必着で、各都立高
校に簡易書留郵便等により郵送した
ものを受け付ける。

推薦に基づく
入試

(情報科２部・
４部のみ）

※2

〔入力期間〕令和６年12月20日
（金）から令和７年１月16日（木）
午後５時まで
〔書類提出期間〕令和７年１月９日
（木）から１月16日（木）まで

インターネット出願を行い、かつそ
の他出願に要する書類については、
上記書類提出期間必着で、各都立高
校に簡易書留郵便等により郵送した
ものを受け付ける。

項　目
出願

課　程　等

　日程は、志願変更を含めて、上記１の定時制第二次募集と同じ

３月３日(月)
　午前９時30分
　　～午後８時
３月４日(火)
　午前９時
　　～午後５時

３月３日(月)
午前８時30分

（合否照会サイ
ト上で発表）
午前９時30分
（校内掲示）

学力検査等

個人面接・作文
 １月26日(日)

集合 午前８時30分

２月21日(金) ※1

集合 午前８時30分

２月13日(木)
　午前９時～正午

２月21日(金) ※1

集合 午前８時30分

３月３日(月)
午前８時30分

（合否照会サイ
ト上で発表）
午前９時30分
（校内掲示）

１月31日(金)
午前８時30分

（合否照会サイ
ト上で発表）
午前９時30分
（校内掲示）

志願変更はできない

志願変更はできない

３月10日(月)
　午前９時～正午

３月11日(火)
集合 午前８時30分

３月14日(金)
午前８時30分

（合否照会サイ
ト上で発表）

正午
（校内掲示）

２月12日(水)
　午前９時
　　～午後３時

１月31日(金)
　午前９時30分
　　～午後３時30分
２月３日(月)
　午前９時～正午

志願変更
入学手続

入学願書取下げ 入学願書再提出
合格者の発表

入学願書再提出

一橋高校
浅草高校
荻窪高校
八王子拓真高校
(一般枠)
砂川高校

課 程 等
入学手続出願 学力検査等 合格者の発表

項　目

入学願書取下げ

３月３日(月)
　午前９時30分
　　～午後３時30分
３月４日(火)
　午前９時～正午

分割後
期募集

令和７年３月６日(木)
　午前９時～午後３時

３月７日(金)
　午前９時
　　～午後３時

３月14日(金)
　正午～午後３時
３月17日(月)
　午前９時～正午

分割前
期募集

〔入力期間〕令和６年12月20日
（金）から令和７年２月５日（水）
午後５時まで
〔書類提出期間〕令和７年１月30日
（木）から２月５日（水）まで

インターネット出願を行い、かつそ
の他出願に要する書類については、
上記書類提出期間必着で、各都立高
校に簡易書留郵便等により郵送した
ものを受け付ける。

入学手続学力検査等 合格者の発表
入学願書取下げ

志願変更

個人面接・作文
　２月21日(金) ※1

集合 午前８時30分

３月３日(月)
午前８時30分

（合否照会サイ
ト上で発表）
午前９時30分
（校内掲示）

３月14日(金)
午前８時30分

（合否照会サイ
ト上で発表）

正午
（校内掲示）

３月３日(月)
　午前９時30分
　　～午後３時30分
３月４日(火)
　午前９時～正午

３月14日(金)
　正午～午後３時
３月17日(月)
　午前９時～正午

個人面接・作文
３月11日(火)

集合 午前８時30分

２月12日(水)
　午前９時
　　～午後３時

２月13日(木)
　午前９時～正午

３月７日(金)
　午前９時
　　～午後３時

第二次
募集

入学願書取下げ 入学願書再提出

入学願書再提出

令和７年３月６日(木)
　午前９時～午後３時

３月10日(月)
　午前９時～正午

第一次
募集

〔入力期間〕令和６年12月20日
（金）から令和７年２月５日（水）
午後５時まで
〔書類提出期間〕令和７年１月30日
（木）から２月５日（水）まで

インターネット出願を行い、かつそ
の他出願に要する書類については、
上記書類提出期間必着で、各都立高
校に簡易書留郵便等により郵送した
ものを受け付ける。

出願

項  目

項  目

出願

定 時 制

（２～４の学校
を除く。）

入学手続学力検査等 合格者の発表
志願変更

３月25日(火)
　午後３時
　　～午後７時

３月26日(水)
　午後３時
　　～午後７時

３月27日(木)
集合 各学校が定める

 ２月21日(金)
集合 午前８時30分

３月３日(月)
午前８時30分

（合否照会サイ
ト上で発表）

午後４時
（校内掲示）

３月３日(月)
３月４日(火)
　午後４時
　　 ～午後８時

３月28日(金)
午前８時30分

（合否照会サイ
ト上で発表）

午後３時
（校内掲示）

３月28日(金)
３月31日(月)
  午後３時
     ～午後７時

志願変更はできない
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　別表１　都立高校定時制課程　受検教科等（学年制）

（１）　普通教育を主とする学科

学力検査

大 崎 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

小 山 台 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

大 森 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

桜 町 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

松 原 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

豊 島 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
100

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

大 山 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

足 立 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

葛飾商業 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

南 葛 飾 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

江 戸 川 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

葛 西 南 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

農 業 国数英－－ － １倍 ２倍 700 300 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

神 代 国数英－－ － １倍 ２倍 700 300 20
個人
300

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

町 田 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
100

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
100

－ －

福 生 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

五 日 市 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ －
国数英

３教科を総合して
50分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

大 島 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
100

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
100

－ －

八 丈 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
100

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
100

－ －

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

７：３ ６：４

６：４ ６：４

７：３ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

学力検査
を実施
する教科

学力検査
を実施し
ない教科

教　科
自校作成問題

による選考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

学力検査
を実施
する教科

学力検査
を実施し
ない教科

実

技

検

査

教　科

教科の評定の扱い

学 校 名

第　　一　　次　　募　　集 第 　  二　   次　   募  　 集

学力検査 調　　査　　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　点 調　　査　　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　点

面

接

小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査
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（２）　農業に関する学科　　

学力検査

園 芸 園 芸 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

農 芸 農 芸 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

農 産 農 産 国数英－－
各教科
25分で
実施

１倍 ２倍 600 400 －
個人
200

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

農 業 食 品 化 学 国数英－－ － １倍 ２倍 700 300 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

（３）　工業に関する学科　　

学力検査

マ シ ン
ク ラ フ ト

ア ー ト
ク ラ フ ト

インテリア

グラフィック
ア ー ツ

蔵前工科 建 築 工 学 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

墨田工科 総 合 技 術 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
100

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
100

－ －

総合工科 総 合 技 術 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

中野工科 総 合 技 術 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ －
国数英

３教科を総合して
60分で実施

１倍 ２倍 600 400
個人
300

－ －

荒川工科 電気・電子 国数－社－ － １倍 ２倍 600 400 －
集団
200

－ － 国数社 １倍 ２倍 600 400
集団
200

－ －

北 豊 島
工 科

機 械 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

本所工科 総 合 技 術 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
100

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
100

－ －

機 械

電気・電子

（４）　商業に関する学科　　

学力検査

第三商業 商 業 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

足 立 商 業 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

葛飾商業 商 業 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
200

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
200

－ －

第五商業 商 業 国数英－－ － １倍 ２倍 600 400 20
個人
500

－ － 国数英 １倍 ２倍 600 400
個人
500

－ －

学 校 名 科 名

第　　一　　次　　募　　集 第 　  二　   次　   募  　 集

学力検査 調　　査　　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　点 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　点

教　科
自校作成問

題による選考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

教　科

教科の評定の扱い

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

７：３ ６：４

第 　  二　   次　   募  　 集

調　　査　　書
学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学力検査
を実施
する教科

学力検査
を実施し
ない教科

学力検査
を実施
する教科

学力検査
を実施し
ない教科

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

工 芸 国数英－－ － １倍 ２倍 ６：４

教　科
自校作成問

題による選考

学 校 名 科 名

第　　一　　次　　募　　集

学力検査 調　　査　　書 学

力

検

査

：

実

技

検

査

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学力検査
を実施
する教科

学力検査
を実施し
ない教科

学力検査
を実施
する教科

学力検査
を実施し
ない教科

調

査

書

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

面

接

満　　　点 調　　査　　書 学

力

検

査

：

調

査

書

教　科

教科の評定の扱い

満　　　点
小

論

文

・

作

文

学

力

検

査

調

査

書

面

接

６：４ ６：４

国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400－ － －

６：４ ６：４

６：４ ６：４

個人
100

－600 400 20
個人
100

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

小 金 井
工 科

国数英－－ － １倍 ２倍 ６：４ 600 400 20
個人
300

－ － 国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

学 校 名 科 名

第　　一　　次　　募　　集 第 　  二　   次　   募  　 集

学力検査 調　　査　　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　点 調　　査　　書 学

力

検

査

：

調

査

書

満　　　点
面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

教　科教　科
自校作成問

題による選考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

学力検査
を実施
する教科

学力検査
を実施し
ない教科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学力検査
を実施
する教科

学力検査
を実施し
ない教科

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４

６：４ ６：４
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（５）　併合科　　

学力検査

学力検査を
実施する
教科

学力検査を
実施しない

教科

学力検査を
実施する
教科

学力検査を
実施しない

教科

瑞穂農芸
併 合

（普通・農業）
― １倍 ２倍 600 400 20

個人
300

－ －

国数英
３教科を
総合して

60分で実施

１倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

（６）　産業科　　

学力検査

学力検査を
実施する
教科

学力検査を
実施しない

教科

学力検査を
実施する
教科

学力検査を
実施しない

教科

橘 産 業 ― １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ －

国数英
３教科を
総合して

60分で実施

１倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

　別表２　都立高校定時制課程　受検教科等（単位制）

　（１）　普通教育を主とする学科（普通科）

学力検査

学力検査を
実施する
教科

学力検査を
実施しない

教科

学力検査を
実施する
教科

学力検査を
実施しない

教科

一 橋
普 通 科
１部～３部

○ 国数英 ― １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ － 国数英
（共通問題）

１倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

浅 草
普 通 科
１部～３部

○ 国数英 ― １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ － 国数英
（共通問題）

１倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

荻 窪
普 通 科
１部～３部

○ 国数英 ― １倍 ２倍 700 300 20
個人
300

－ － 国数英
（共通問題）

１倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

八 王 子
拓 真

普 通 科
（一般枠）
１部～３部

○ 国数英
３教科を
総合して

50分で実施
１倍 ２倍 600 400 －

集団
300

－ －

国数英
（自校作成）
３教科を
総合して

50分で実施

１倍 ２倍 ６：４ 600 400
集団
300

－ －

砂 川
普 通 科
１部～３部

○ 国数英社理 ― １倍 ２倍 700 300 20
集団
100

－ －
国数英

（共通問題）
１倍 ２倍 ６：４ 600 400

個人
300

－ －

☆　分割前期募集と分割後期募集の入試日程は、p6「令和７年度入試日程」を参照してください。

☆　八王子拓真高校（チャレンジ枠）についてはp10に掲載しています。

☆　砂川高校の分割前期募集における面接は２月22日（土）に行います。
☆　第２学年相当以上の選抜については、個人面接を実施します。満点は、一橋高校が300点、浅草高校が200点、八王子拓真高校が500点、砂川高校が200点です。

学力検査

学力検査を
実施する
教科

学力検査を
実施しない

教科

学力検査を
実施する
教科

学力検査を
実施しない

教科

新宿山吹
普 通 科
１部～４部

― １倍 ２倍 700 300 20
集団
135

－ － 国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
集団
135

－ －

六郷工科 普 通 科 ― １倍 ２倍 600 400 20
個人
100

－ － 国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
100

－ －

飛 鳥 普 通 科 ― １倍 ２倍 600 400 20
集団
100

－ － 国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
集団
100

－ －

板橋有徳 普 通 科 ― １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ － 国数英 １倍 ２倍 ６：４ 600 400
個人
300

－ －

６：４

６：４

国数英

７：３

６：４

７：３

国数英

調

査

書

第　　二　　次　　募　　集

教　科

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

分　割　前　期　募　集

調
査
書

：

学
力
検
査

調
査
書

：

学
力
検
査

６：４

調
査
書

：

学
力
検
査

６：４

実

技

検

査

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

学 校 名

第　　一　　次　　募　　集

学力検査 調　　査　　書 満　　　点 調　　査　　書

調
査
書

：

学
力
検
査

面

接

小

論

文

・

作

文

満　　　点

教　科
自校作成
問題による

選考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

第　　二　　次　　募　　集

科　名

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

教　科

学 校 名

第　　一　　次　　募　　集

学力検査 調　　査　　書 満　　　点 調　　査　　書

調
査
書

：

学
力
検
査

教科の評定の扱い 学

力

検

査

満　　　点

教　科
自校作成
問題による

選考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

科　名

調

査

書

学 校 名 科　名

分　割　後　期　募　集
分

割

募

集

学力検査 調　　査　　書 満　　　点 調　　査　　書

調
査
書

：

学
力
検
査

満　　　点

教　科
自校作成
問題による

選考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

教　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

学 校 名 科　名

第　　二　　次　　募　　集

学力検査 調　　査　　書 満　　　点 調　　査　　書

調
査
書

：

学
力
検
査

満　　　点

教　科
自校作成
問題による

選考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

第　　一　　次　　募　　集

調
査
書

：

学
力
検
査

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

国数英

国数英

国数英

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

国数英

実

技

検

査

教　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

６：４

６：４

６：４

７：３
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（２）　専門学科

学力検査を
実施する

教科

学力検査を
実施しない

教科

新宿山吹
情 報 科
2 ・ 4 部

１倍 ２倍 700 300 20
集団
135

－ － 600 400
集団
135

－ －

六郷工科 生産工学科 １倍 ２倍 600 400 20
個人
100

－ － 600 400
個人
100

－ －

（推薦に基づく入試）

－

※調査書の活用については、評定を活用します。

（３）　総合学科

学力検査を
実施する

教科

学力検査を
実施しない

教科

青梅総合 総合学科 １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ － 600 400
個人
300

－ －

東久留米
総　　　合

総合学科 １倍 ２倍 600 400 20
個人
300

－ － 600 400
個人
300

－ －

（４）　在京外国人生徒等対象

学

力

検

査

調

査

書

面

接

作

文

実

技

検

査

一 橋 －
*1
100

個人
200

400 －

浅 草 －
*1
100

個人
200

400 －

荻 窪 －
*1
100

個人
200

400 －

砂 川 －
*1
100

個人
200

400 －

*1　在京外国人生徒等については、出身校の成績証明書等をもって調査書に代えます。
    なお、中学校に在学している者又は既に卒業した者については調査書を活用します。

　別表３　都立高校定時制課程　受検教科等

　 　 　（チャレンジスクール（総合学科）及びチャレンジ枠（普通科）のある学校）

志

願

申

告

書

作

文

実

技

検

査

志

願

申

告

書

作

文

実

技

検

査

六 本 木
総 合 学 科
(チャレンジスクール)

１ 部 ～ ３ 部
150 500 － 150 500 －

大 江 戸
総 合 学 科
(チャレンジスクール)

１ 部 ～ ３ 部
100 600 － 100 600 －

世田谷泉
総 合 学 科
(チャレンジスクール)

１ 部 ～ ３ 部
100 500 － 100 500 －

稔 ヶ 丘
総 合 学 科
(チャレンジスクール)

１ 部 ～ ３ 部
100 500 － 100 500 －

桐 ヶ 丘
総 合 学 科
(チャレンジスクール)

１ 部 ～ ３ 部
100 500 － 100 500 －

小 台 橋
総 合 学 科
(チャレンジスクール)

１ 部 ～ ３ 部
100 600 － 100 600 －

立 川 緑
総 合 学 科
(チャレンジスクール)

１ 部 ～ ３ 部
100 600 － 100 600 －

八 王 子
拓 真

普 通 科
( チ ャ レ ン ジ 枠 )

１ 部 ・ ２ 部
100 500 － 100 500 －

  ※調査書・自己ＰＲカードの提出は必要ありませんが、志願申告書は必ず提出します。
　※ESAT-J YEAR 3結果は、選考には用いません。
　※八王子拓真高校（一般枠）については、p9に掲載しています。

４月入学 －

満　　点

４月入学 －

４月入学 －

学 校 名

学　力　検　査

備　　　考
（選考における留意点）教　　　科　

４月入学 －

実施しない 提出しない
個人
600

実施しない 提出しない
個人
600

個人
500

面

接

個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

個人
500

実施しない 提出しない

面

接

個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

個人
600

実施しない 提出しない

実施しない 提出しない

実施しない 提出しない

実施しない 提出しない

実施しない 提出しない

学力検査 調　　査　　書

実施しない 提出しない

学 校 名 科　名

第　　一　　次　　募　　集 第 　  二　   次　   募  　 集

学力検査 調　　査　　書

調
査
書

：

学
力
検
査

満　　　点 学力検査 調　　査　　書

実

技

検

査

学力検査を
実施する

教科

学力検査を
実施しない

教科

学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

満　　　点

満　　　点

第　　二　　次　　募　　集

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

国数英 ― ７：３ 国数英 ６：４

教　科

教科の評定の扱い

調
査
書

：

学
力
検
査

教　科
自校作成
問題に

よる選考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

２倍１倍

６：４

学校名 科名 推薦枠 調査書 実技検査 学校設定検査

国数英 ― ６：４ 国数英 １倍 ２倍

個人面接

－ －

学 校 名 科　名

第　　一　　次　　募　　集 第　　二　　次　　募　　集

学力検査 調　　査　　書

調
査
書

：

学
力
検
査

新宿山吹 情報科2･4部 30% 450

満　　　点 学力検査 調　　査　　書

調
査
書

：

学
力
検
査

満　　　点

教　科
自校作成
問題に

よる選考

教科の評定の扱い 学

力

検

査

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

学力検査を
実施する

教科

学力検査を
実施しない

教科

面

接

小

論

文

・

作

文

実

技

検

査

教　科

教科の評定の扱い 学

力

検

査

６：４

国数英
３教科を
総合して

60分で実施

１倍 ２倍

１倍 ２倍

調

査

書

調

査

書

面

接

学 校 名 科　名

実施しない

実施しない

学力検査

満　　　点

第　　一　　次　　募　　集

調　査　書

提出しない

提出しない

400

集団討論 小論文・作文

作文

200

備考

文化･スポーツ等特別
推薦は実施しない

提出しない

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない

実施しない

提出しない

提出しない

提出しない

提出しない

６：４

国数英 ― ６：４

国数英
３教科を
総合して

60分で実施

６：４

国数英 ―
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通信制課程 

 
 
 
 
 
 
 
１ 通信制課程で学ぶに当たって 
 (1) 計画的な学習を継続する 

通信教育は、家庭学習が基本となりますので、しっかりとした目標を持ち、自分に合った計画を立てて学習

を継続していくことが大切です。 

 (2) 単位の修得の認定 
   報告課題（レポート）、面接指導（スクーリング）、単位認定試験（前期・後期試験）に定められた成果を上

げることによって、単位が認定されます。 

  ア 報告課題（レポート） ※ 提出数は履修科目ごとに定められています。 

・添削指導を受けるため、30 単位登録の場合、年間約 82～86 通の報告課題を学校に送ります。 

   ・提出した報告課題は、添削指導を受けて返却されます。 

    なお、報告課題は合格するまで指導を受けることになります。 

  イ 面接指導（スクーリング）  

    スクーリングに出席しなければならない日数は履修科目によって違います。年間約 20～24 日登校し

て、面接指導を受けます。面接指導日は原則として、土曜日に設定されています。 

 
※ 単位の修得の認定のための要件 

・それぞれの教科・科目で、定められた数の報告課題を提出し、合格する。 

・面接指導は、各教科・科目ごとに定められた時間数以上出席する。 

・各教科・科目ごとの単位認定試験（前期・後期試験）に合格する。 

 
(3) 各校の特色 

各都立高校通信制課程（一橋、新宿山吹及び砂川）の教育課程には、それぞれ特色がありますので、各高校

の「学校案内」や「通信教育のしおり」等を取り寄せて参考にしてください。 

 

２ 学費はどのくらいかかるか 
(1) 通信教育受講料  （1 単位当たり 336 円） 

平成 26 年度入学生から、⾼等学校等就学⽀援⾦制度（以下「就学支援金」といいます。）が導入されまし

た。就学支援金は、保護者等の「区市町村民税の課税標準額×６％－区市町村民税の調整控除の額」が 

通信制課程とは、添削指導、⾯接指導等の⽅法によって、通信による教育を⾏う課程のことで、 
修業年限は３年以上です。⽣徒が⾃宅で個別に⾃学⾃習することが原則となります。 

○ 都立高校では、一橋高校、新宿山吹高校及び砂川高校の通信制課程で募集を行います。 

○ 働きながら学ぶ生徒は、勤労学生として所得税の控除を受けられる場合があります。 

＜「通信制高校 WEB 学習コース」について＞ 

生徒が多様なメディアを利用した学習（NHK 高校講座、スタディサプリ、学校作成動画など）に

取り組むことにより、面接指導（スクーリング）を受けるために登校する日数を、年５日程度とする

取組です（※ 高等学校学習指導要領第１章第２款５(5) に定める教育課程の特例による。）。 
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３０万４,２００円（年収目安約９１０万円）未満の世帯が対象で、認定された場合、学校に就学支援金を支給

することで、生徒の通信教育受講料が無料になる制度です。手続を行わない場合、通信教育受講料を御負担い

ただくことになります。 

なお、標準修業年限（48 月）を超えて在学している方は、就学支援金の対象になりません。 

標準修業年限を超えて在学し、過去に中途退学をしたことがある方は、学び直し⽀援⾦制度により、卒業ま

でに必要な在学期間のうち、最長２４か月、就学支援金と同様の支援を受けられる場合があります。 

また、令和６年度から、都内在住で所得制限により就学支援金又は学び直し支援金の対象とならない世帯に

対して、都独自に通信教育受講料の全額免除を実施しています。所得制限以外の理由（在籍期間超過等）によ

り就学支援金等の対象とならない方は、免除の対象になりません。 

 (2) 受講料以外に必要な費⽤ 
  ア 日本スポーツ振興センター共済掛金 165 円（年額） 

  イ 実習に必要な教材費（科目により異なります。） 

  ウ レポート等郵送費（通信教育のための郵便物は、第四種郵便に該当し、100g まで 15 円です。） 

  (3) 奨学のための給付⾦(奨学給付⾦) 
高校生が安心して教育を受けられるよう、学校徴収金等の受講料以外の教育費負担を軽減するため、次のア

からウまでの全ての要件を満たしている保護者を対象に、返済不要の給付金を給付します。 

 ア 高等学校等就学支援金又は学び直し支援金の受給資格を有する高校生がいること。 

イ 生活保護受給世帯又は都道府県民税所得割及び区市町村民税所得割が非課税（0 円）（家計が急変した

場合も含む。）の世帯であること。 

ウ 保護者が都内に住所を有していること。 

(4) 給付型奨学⾦ 
  平成２９年度から誰もが安心して学び、持てる可能性を最大限伸ばすことができるよう、学習の成果を 

明らかにする資格試験や学校における勉強合宿・語学合宿等の教育活動にかかる経費等を、保護者の代わり 

に都が負担する都独自の現物給付方式の奨学金制度が導入されました。具体的な対象経費については学校に 

よって異なります。生徒・保護者への現金給付は原則としてありません。 

 （5）その他 
   働きながら学ぶ方等は、教科書・学習書代等について補助金を受けられる場合があります。また、経済的理

由で修学が困難である場合、奨学資金の貸付制度（東京都育英資金）を利用できる可能性があります。 

 ※ 上記（1）～（5）に関する申請方法等の詳細は、入学した学校の経営企画室にお問い合わせください。  

 (6) 主な⽀援⾦制度の⽐較 
制度 就学⽀援⾦ 奨学のための給付⾦ 給付型奨学⾦ 

対象経費 受講料 受講料以外の教育費の⼀部 学校が定める教育活動へ参加するための経費 

対象世帯 

区市町村⺠税の課税標準額×

６％－区市町村⺠税の調整控除

の額が 304,200 円未満の世帯 

（年収約９１０万円未満） 

※ 所得超過の場合は都の減免

制度により受講料免除 

生活保護受給世帯 並びに 
都道府県⺠税所得割及び区市
町村⺠税所得割が非課税（家
計が急変した場合も含む。）

の世帯 
（年収約２７０万円未満） 

生活保護受給世帯 並びに 
都道府県⺠税所得割額及び区市町村⺠税所得
割額を合算した額が 85,500 円未満の世帯

（家計が急変した場合も含む。） 
（年収約３５０万円未満） 

⽀給⾦額 １単位につき 336 円 

生活保護 
受給世帯 32,300 円 

生活保護受給世帯 並びに 
都道府県⺠税所得割及び区市町村⺠税所得割

が非課税の世帯 上限 50,000 円 

非課税世帯 50,500 円 
都道府県⺠税所得割額及び区市町村⺠税所得
割額を合算した額が 85,500 円未満の世帯 

上限 30,000 円 
  ※ 令和６年度現在のものであり、対象世帯や⽀給⾦額が変更になる可能性があります。 
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３ 授業内容や卒業資格はどのようになっているか 
通信教育は、添削指導と面接指導の両輪からなっています。そこで、学習の流れを確認するため、「学習の手

続と流れ」（一般例）を挙げてみました。全日制課程や定時制課程との違いを理解してください。 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1) 授業内容 
ア １年次相当に学習する各学科に共通する各教科・科目は、国語、地理歴史、公民、数学、理科、外国語な

どの基礎的な教科・科目となります。 

イ 教科書、学習書、補助教材などを使い、自分の都合の良い時間や場所・方法によって学習を進めます。 

(2) 卒業資格 
ア ３年以上在籍する。 

イ 必履修科目を全て履修し、74 単位以上を修得する。 

ウ 特別活動の成果がその目標からみて満足できると認められる。 

※ 高校によって内容に若干の差異があるので、詳しくは各高校へ直接お問い合わせください。全日制課程と

の卒業資格等の違いはありません。 

 

４ 部活動にはどのようなものがあるか 
主に面接指導（スクーリング）の日に活動しています。活動の成果を発表する場として、定時制課程と共催の

「東京都大会」があります。参加することによって、友人も増え、また、高校生活の良い思い出になります。積

極的に参加してください。以下に主なものを挙げました。 

＊ 演劇・軽音楽・茶道・写真・バスケットボール・テニス・野球・バドミントン 等 

 

５ 応募資格や出願方法はどのようになっているか 
 (1) 応募資格 

下記ア又はイのどちらかに該当し、都内に住所若しくは勤務先を有する者又は入学日までに都内に住所若し

くは勤務先を有することが確実な者（入学後も引き続き都内に住所又は勤務先を有することが確実であるこ

と。）で、当該都立高校が実施する面接指導（スクーリング）に対応（出席）可能な者 

ア 令和７年３月に中学校を卒業する見込みの者又は既に中学校を卒業している者 

イ 相当年齢に達し、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された者 

(2) 出願に必要な書類（ア、イ及びウの納付書は学校所定の用紙） 
  ア 入学願書 イ 調査書 ウ 入学考査料（950 円） 

エ 住民票記載事項証明書又は都内の勤務先（見込みを含む。）を証明する書類  

オ その他当該都立高校長が定める書類 

⇒ 応募資格及び出願に必要な書類の詳細については、各高校に直接お問い合わせください。 

なお、入学願書などの必要書類は、各高校に用意しております。 

 

4月 9月 2月 3月 4月

受

講

申

込

み

報

告

課

題

受

け

取

り

教
科
書
・
学
習
書
購
入

単

位

認

定

（
単

位

認

定

試

験

）

後

期

試

験

次

の

学

年

の

受

講

指

導

新

規

受

講

申

込

み

年度内に
終了しない。

前 期 試 験

報告課題
（レポート）提出

面接指導
（スクーリング）

全部に合格

規定時間数
以上に出席

学習

学習の手続と流れ
年間約20～24日
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 (3) 出願方法
　入学願書受付期間中に、志願する高校に出願に必要な書類を提出してください。郵送による出願は受け付

けません（島しょからの出願を除く。）。

 (4) 入試日程及び受検科目等
　下記の「令和７年度入試日程」及び「都立高校通信制課程　受検教科等」を参照してください。

　(5) 入学料
　合格者には、合格発表時に「入学料納入通知書」を交付しますので、指定の日までに入学料500円を金融

機関等で納付してください。なお、納付が困難な場合には、入学料を減額又は免除する制度があります。

令和７年度入試日程

学校名

一 橋

新 宿 山 吹

砂 川

※ 第二次募集については、当該都立高校長が別に定める。

都立高校通信制課程　受検教科等（第１学年相当）

学力検査を
実施する

教科

学力検査を
実施しない

教科

学力検査を
実施する

教科

学力検査を
実施しない

教科

一 橋 国数英 １倍 ２倍 ８：１ 600 75 － － － － 国数英
３教科を総合して

60分で実施
１倍 ２倍 ８：１ 600 75 － － －

新 宿 山 吹 国数英 １倍 ２倍 20：３ 300 45 － － － － 国数英
３教科を総合して

70分で実施
１倍 ２倍 20：３ 300 45 － － －

砂 川 国数英 １倍 ２倍 20：３ 500 75 － － － － 国数英
３教科を総合して

60分で実施
１倍 ２倍 20：３ 500 75 － － －

４月２日(水)
４月３日(木)
　午前９時～午後３時

４月５日(土)
　第１学年相当　　  集合　午前８時40分
　第２学年相当以上　集合　午前10時40分

４月11日(金)
　第１学年相当　　　　  午前９時
  第２学年相当以上  　午後１時

４月11日(金)
 第１学年相当　　　午前９時～正午
 第２学年相当以上　午後１時～午後３時
４月12日(土)       午前９時～正午

４月11日(金)
 第１学年相当　　　午前９時～正午
 第２学年相当以上　午後１時～午後３時
４月12日(土)　     午前９時～正午

４月１日(火)
４月２日(水)
　午前９時～午後３時

４月４日(金)
　第１学年相当　　　集合　午前８時40分
　第２学年相当以上　集合　午前10時40分

４月11日(金)
 第１学年相当　　　午前９時～正午
 第２学年相当以上　午後１時～午後３時
４月12日(土)　　　 午前９時～正午

入　　学　　手　　続

４月11日(金)
　　　　　　 　　　　　午前９時

入 学 願 書 受 付 学　力　検　査　等 合 格 者 の 発 表

４月２日(水)
４月３日(木)
　午前10時～午後３時

４月６日(日)
　第１学年相当　　　集合　午前10時
　第２学年相当以上　集合　午後１時30分

４月11日(金)
　第１学年相当　　　　　午前９時
　第２学年相当以上　　午後１時

３教科を総合して
60分で実施

学 校 名

第　　一　　次　　募　　集 第 　  二　   次　   募  　 集

学力検査 調　　査　　書

調
査
書

：

学
力
検
査

満　　　点 学力検査 調　　査　　書

調
査
書

：

学
力
検
査

満　　　点

教　科

実

技

検

査

自校作成問題
による選考

教科の評定の扱い

３教科を総合して
60分で実施

３教科を総合して
70分で実施

自校作成問題
による選考

教科の評定の扱い
学

力

検

査

実

技

検

査

教　科

学

力

検

査

調

査

書

E
S
A
T

│

J

Y
E
A
R
3

結

果

調

査

書

面

接

小

論

文

・

作

文

面

接

小

論

文

・

作

文
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　一つが、挫折や困難を乗り越え、自己実現を図ろうとすることの大切さとすばらしさを教えてくれ

皆さんの先輩は・・・「わが⻘春の記録」（⽣徒⽣活体験発表会）

　　  「わが青春の記録」という文集は、東京都高等学校定時制通信制生徒生活体験発表会で発表された

　 生活体験の記録です。

　   東京都高等学校定時制通信制生徒生活体験発表会は、昭和28年から71回を数える歴史と伝統を持

   つ大会です。文集には、真剣に生きようと努力している高校生の姿がつづられています。その一つ

　おれは三年生の春まで、自分が定時制の生徒であることを、とても気にしていた。元々しゃべ
るのが好きだったおれは、少人数で静かな雰囲気が、とても居心地悪かった。
　おれは小学校のときに中国から来日した。高校の入学式には、中国からおじがきてくれた。し
かし、少人数で多様な年齢の同級生を見たおじは、自分の学校へのイメージのギャップから、お
れの前で初めて涙をみせた。「本当に、この学校で良かったのか。」おれは返事をすることがで
きなかった。
　高校の授業が始まると、積極的な発言や学習を褒められることが多々あった。その結果、おれ
は自分を「天才」だと思い、誰に対しても上から目線になった。その結果、自ら「将軍」という
あだ名をつけた。「学校をもっとよくしてやる」と意気込んで入った生徒会でも、他の委員と意
見が対立することがしばしばあった。
　三年生の春、スポーツ大会の実行委員長を決める日、おれは当然のように立候補をした。しか
し、おれは委員長になれなかった。「なんで皆おれのこと信じてくれないんだ！」おれは絶望
し、苦しみの中で考え、やっと気づいた。私が、今までずっと、自分が正しいという妄想に陥っ
ていて、みんなを傷つけていたことを。それからの私は、みんなの意見を尊重し、協力し合う事
を心から決意した。
　セルバンテスが書いた『ドン・キホーテ』は、主人公が自分を騎士だと妄想し、次々とトラブ
ルを巻き起こす物語である。ドン・キホーテは、死の間際まで、自分の現実の姿に気づけなかっ
た。でも、私は自分の妄想から抜け出すことができた。自分の妄想に陥っていると自分を失って
しまう。一方で、妄想から抜け出そうとすると、自分を失ってしまうような恐怖を感じていた。
しかし、私は一人ではなかった。私を理解し、信用してくれた大崎高校の先生方と友達のおかげ
で、自分を乗り越える一歩を踏みだすことができた。今なら、入学式の時のおじの問いかけに
も、胸を張って答えることができる。「この学校に入学してよかった。」

　ます。代表として、令和６年度の文集から、須田さんと唐さんのお話の一部を抜粋します。

「ゆっくり探せ　自分の未来」

都立青梅総合高等学校　四年　須田　祐一郎

　私は日本人の父とフィリピン人の母とのハーフです。小学校では、徐々に国語と算数の勉強に
ついていけなくなり、中学校に入っても、支援学級に在籍しました。私は確かに勉強は苦手でし
たが、もっとたくさんのことを学んで、もっとたくさんの人と触れ合いたいと思っていました。
高校進学時には、全日制課程の普通科高校にスポーツ推薦で入学しました。しかし、１学期を過
ごしてみると、勉強や人間関係に追われ、ほとんど自分のことを考える時間がありませんでし
た。
　「まだやり直せる」。先生や母親と何度も話し合い、青梅総合高校定時制課程に転学する決断
をしました。定時制高校は、自分を見つめ直せたり、将来をじっくり考えられる時間がゆったり
と流れているはずだと信じていました。
　入学してみると、定時制には様々な仲間がいました。私と同じ外国にルーツを持つ仲間、支援
級に通っていた仲間、不登校だった仲間です。あまり口には出しませんが、その仲間たちがそれ
ぞれのやり方で現在の自分や将来のことを考えて、悩んでいることに気づきました。
　高校生活に少し余裕が出てきた私は、翌年生徒会に入り、３年になって生徒会長に立候補しま
した。私が会長として、最初に取り組んだことは、結論を急がないことです。後輩たちと話し合
うとき、結論を出すのを急がせず、みんなでゆっくりと考え、まとめることにしました。その結
果、学校説明会での生徒会による学校紹介は大成功に終わりました。
　私の卒業後の進路は、約３年間じっくりと考え、俳優になると決めました。私はどんな役でも
自然に演じられる俳優になりたいと思っています。それにはたくさんの人と出会って人間を知る
ことだと考えています。定時制にはそのチャンスが溢れています。これからも何事にも余裕を
もってじっくりと考えながら、丁寧に生きていきたいと考えています。
Search slowly for your future.

「ドン・キホーテ」

都立大崎高等学校　三年　唐　鵬
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保育音楽Ⅰ

人間と社会

造園技能検定練習

●交通安全教室
●校外学習（見学・遠足等）

●中間考査
●防災訓練

●音楽鑑賞教室
●期末考査
●球技大会
●第一学期終業式

★全国定通体育大会

●第二学期始業式
★ �都定通総合
　体育大会

●第一学期始業式
●入学式
●新入生のオリエンテーション
●健康診断
●生徒会総会

春休み
（3/26 〜 4/5） 一学期一学期 夏休み

（7/21〜 8/31）

1  学校生活の様子
　　定時制・通信制課程の三学期制の行事例です。
　　○学校個別行事　　☆都主催等の各校共通行事

給食
（八丈産パッションフルーツ）

理解を深めるために

 4 4月月  5 5月月

 6 6月月  7 7月月

 8 8月月  9 9月月

授業風景

入学式

給食
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●修学旅行
●中間考査
★都定通生徒生活体験発表会

●学校祭（文化祭・体育祭）
●生徒会役員選挙
★都定通芸術祭

●防災訓練
●期末考査
●第二学期終業式
●スキー教室

●第三学期始業式
★都定通演劇鑑賞教室

●卒業生送別会

●卒業式
●学年末考査
●修了式

冬休み
（12/26〜1/7）二学期二学期 三学期三学期 春休み

（3/26 〜 4/5）

スポーツ大会

〜 各校の定時制・通信制課程の生徒が集まるイベントカレンダー 〜

令和６年 ９月～ 11月 都定通総合体育大会
　　　　 10月　　　 都定通生徒生活体験発表会
             11月　　　 都定通芸術祭（美術・写真・書道）
 　　＠東京都美術館　ギャラリー C
 都定通芸術祭（演劇）
 　　＠新宿区立角筈区民ホール
             12月 都定通芸術祭（音楽）
 　　＠国分寺市立いずみホール
令和７年 １月 都定通演劇鑑賞教室　＠銀座ブロッサム中央会館　

  1010月月  1 1月月  1111月月

  1212月月  3 3月月

 2 2月月

修学旅行

文化祭

※令和６年９月現在の予定です。

学校行事



２ 都⽴⾼校（定時制・通信制課程）への転学・編⼊学について
　　    都立高校では、学期ごとに「転学・編入学募集」を行っています。募集のある高校の募集人員等

　　 は各募集時期に東京都教育委員会のホームページに掲載します。転学・編入学募集を行う学校によ

　　 って必要な書類は異なりますので、直接、受検される高校へお問い合わせください。また、同時に

　    必要な書類等を請求してください。
　    
 (1) 転学

　 　 現在、高校に在学している生徒が、引き続き他の高校の相当学年に移ることをいいます。
　  同一課程間・同一学科間を原則としますが、第１学年の第二学期の募集では、異なる課程・

　  異なる学科に応募することができます。ただし、転学後、卒業に必要な単位の履修及び修得

　  が可能であると志願先の都立高校長が認める場合は、第１学年の第三学期以降の募集におい

　  ても、異なる課程・異なる学科に応募することができます。

　 　 募集時期は、年３回（３月、８月、12月）です。

　  ◎   応募資格

　　     現在高校に在学している者で、都内に住所若しくは勤務先を有する者又は入学日までに

　　  都内に住所若しくは勤務先を有することが確実な者

　  ◎   提出書類

　　     ・転学・編入学募集用入学願書（志願先の高校で配布したもの）　

　　  　・志願者の住所又は勤務先が確認できるもの（住民票記載事項証明書、在勤証明書等）

　　　  ・転学照会書及び在学証明書　　　　　

　　  　・単位修得証明書及び成績証明書

　　  　・その他、志願先の校長が定める書類

　　　  ・定時制課程、通信制課程入学考査料 950円（現金で納付する。）

 (2) 編⼊学
 　　 種類の異なる学校からの入学や、高校に入学後、１年以上の課程を修了し、一度退学した
　  後に改めて第２学年以上に入学することをいいます。

　  ◎   応募資格

　　　  次のア又はイのどちらかに該当する者

　　  ア　高校等において第１学年相当以上の単位数を修得した後、退学した者で、都内に住所

　　　  若しくは勤務先を有する者又は入学日までに都内に住所若しくは勤務先を有することが

　　　  確実な者（募集時期は年１回（３月））

　　  イ　中等教育学校の後期課程、高等専門学校又は特別支援学校の高等部等に在籍している者

　　　  （募集時期は、年３回（３月、８月、12月））

　  ◎   提出書類

　・転学・編入学募集用入学願書（志願先の高校で配布したもの）　

　・志願者の住所又は勤務先が確認できるもの（住民票記載事項証明書、在勤証明書等）

　・最終在籍校の単位修得証明書　　　　　

　・その他、志願先の校長が定める書類

　・定時制課程、通信制課程入学考査料 950円（現金で納付する。）

都立高校入試相談コーナー及び東京都教育相談センターでは、
様々な相談をお受けしています。

分からないことがありましたら、表紙の裏に記載してある問合
せ先に、お気軽に御相談ください。
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３ よくあるお問合せ
 (1) 新１年⽣に応募するためには

      【 質問 １ 】（他県からの転居予定）
　　　　 現在、他県に住んでいますが、中学校卒業後、都内に単身赴任している父親の下に同居して
　　 　都立高校に通学したいのですが、定時制課程の応募資格はありますか。

    【 答 】 志願者本人が都内に在住することになりますので、定時制課程の応募資格はあります。

  【 質問 ２ 】（東京都以外からの⼊学考査料の納付）
　　　　 都外から受検する者ですが、入学考査料の納付はどうしたらよいでしょうか。

  【 答 】 インターネット出願においては、出願サイト上でクレジットカード決済を⾏うことが可能
     です。また、納付書を⽤いる場合、都外であっても、「東京都公⾦収納取扱店（東京都会計
     管理局ホームページを参照）」において納付可能です。営業時間終了等で⾦融機関等に納付
     できない場合は、⼊学願書提出の際、志願する⾼校の窓⼝において現⾦で納付してください。
     

 (2) 転学・編⼊学をするためには

  【 質問 ３ 】（同一課程間の転学）
　　　　 現在、定時制課程に在学している者ですが、他の定時制課程に転学できますか。

  【 答 】 学期ごとに⾏われる転学・編⼊学募集（P18参照）に合格すれば転学が可能です。詳細
     は、志望する⾼校へお問い合わせください。
　　　　　

  【 質問 ４ 】（異なる課程間の転学）
　　　　 定時制課程第１学年に在学していますが、全日制課程の転学・編入学募集に応募できますか。

  【 答 】 転学前と同⼀課程・同⼀学科への応募が原則ですが、第１学年の第⼆学期の募集におい
     ては、異なる課程・異なる学科に応募することができます。第１学年の第三学期以降の募
     集では、転学後、卒業に必要な単位の履修及び修得が可能であると志願先の都⽴⾼校⻑が
       認める場合は、異なる課程・異なる学科に応募することができます。
      なお、通信制課程からの転学も同様です。

  【 質問 ５ 】（各種学校からの転学・編⼊学）
　　　　 准看護学校（各種学校）から定時制課程の転学・編入学募集に応募できますか。

  【 答 】 専修学校や各種学校からの転学・編⼊学はできません。

  【 質問 ６ 】（学年途中の退学者の編⼊学）
　　　　 定時制課程の第１学年を中途退学した者ですが、第二学期以降の転学・編入学募集に応募
　　　 できますか。

  【 答 】 第１学年相当以上の単位を修得していないため、転学・編⼊学募集に応募することは
     できません。ただし、次の⼊試（新１年⽣）に応募することは可能です。

  【 質問 ７ 】（⾼等学校卒業程度認定試験（旧⼤検）で合格した科目で編⼊学に応募）
　　　　 高校等で修得した単位に加えて、高等学校卒業程度認定試験（旧大検）の合格科目を単位
　　　 修得とみなして、転学・編入学募集に応募できますか。

  【 答 】 合格科目を単位修得とみなすかどうかの取扱いは、⾼校ごとに異なるので、志願する
     ⾼校に直接お問い合わせください。
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■〈33〉本所工

◎〈13〉葛葛飾商

●〈14〉江戸川

〈25〉農産 
□ 

●〈15〉葛葛西南

〈38〉橘  
◆ 

▼
〈49〉大江戸 

○〈35〉第三商 

◐〈4〉六郷工科

●〈3〉大森

〈1〉大崎● 

〈2〉小山台● 

□〈23〉園芸

〈5〉桜町 
● 

〈48〉六本木 
  ▼ 

▽〈41〉一橋 

〈27〉蔵前工 
■ 

■ 
〈26〉工芸 

〈31〉荒川工■ 

〈43〉浅草 
▲ 

◎〈11〉足立

〈8〉飛鳥 
▲ 

●〈6〉松原 

 ■〈29〉総合工科
● 

〈18〉神代 

〈42〉新宿山吹 
△ 

 ▲ 
〈45〉八王子拓真 

❖〈17〉農業

〈19〉町田 
● 

〈20〉福生● 

▼ 
〈39〉青梅総合 

❖〈37〉瑞穂農芸 

〈16〉立川● 

▽〈46〉砂川

〈40〉東久留米総合 ▼ 

〈51〉稔ケ丘▼ 

〈9〉板橋有徳▲ 

〈32〉北豊島工■ 

●〈10〉大山

▼〈52〉桐ヶ丘

▼ 
〈53〉小台橋 

○〈36〉第五商

▼〈50〉世田谷泉

□ 
〈24〉農芸 

▲〈44〉荻窪

●〈21〉大島

●〈22〉八丈

〈7〉豊島● 

〈12〉南葛葛飾●

【凡例（記号一覧）】 
● 普通科の学校
○ 商業科の学校
◎ 商業科と普通科のある学校
■ 工業科の学校
◐ 単位制の工業科と普通科のある学校
□ 農業科の学校
❖ 農業科と普通科のある学校
△ 単位制の普通科と情報科及び通信制のある学校
▽ 単位制の普通科及び通信制のある学校
▲ 単位制の普通科のある学校
▼ 単位制の総合学科のある学校
◆ 産業科の学校

■〈28〉墨田工

■〈30〉中野工

 ● 
〈47〉五日市 

〈54〉立川緑▼ 
■〈34〉

小金井工

都立高校定時制・通信制課程設置校の配置図（令和７年度） ※〈 〉の番号は、P．22～30 の「都立高校定時制・通信制課程設置校一覧」の番号に対応しています。
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■〈33〉本所工

◎〈13〉葛葛飾商

●〈14〉江戸川

〈25〉農産 
□ 

●〈15〉葛葛西南

〈38〉橘  
◆ 

▼
〈49〉大江戸 

○〈35〉第三商 

◐〈4〉六郷工科

●〈3〉大森

〈1〉大崎● 

〈2〉小山台● 

□〈23〉園芸

〈5〉桜町 
● 

〈48〉六本木 
  ▼ 

▽〈41〉一橋 

〈27〉蔵前工 
■ 

■ 
〈26〉工芸 

〈31〉荒川工■ 

〈43〉浅草 
▲ 

◎〈11〉足立

〈8〉飛鳥 
▲ 

●〈6〉松原 

 ■〈29〉総合工科
● 

〈18〉神代 

〈42〉新宿山吹 
△ 

 ▲ 
〈45〉八王子拓真 

❖〈17〉農業

〈19〉町田 
● 

〈20〉福生● 

▼ 
〈39〉青梅総合 

❖〈37〉瑞穂農芸 

〈16〉立川● 

▽〈46〉砂川

〈40〉東久留米総合 ▼ 

〈51〉稔ケ丘▼ 

〈9〉板橋有徳▲ 

〈32〉北豊島工■ 

●〈10〉大山

▼〈52〉桐ヶ丘

▼ 
〈53〉小台橋 

○〈36〉第五商

▼〈50〉世田谷泉

□ 
〈24〉農芸 

▲〈44〉荻窪

●〈21〉大島

●〈22〉八丈

〈7〉豊島● 

〈12〉南葛葛飾●

【凡例（記号一覧）】 
● 普通科の学校
○ 商業科の学校
◎ 商業科と普通科のある学校
■ 工業科の学校
◐ 単位制の工業科と普通科のある学校
□ 農業科の学校
❖ 農業科と普通科のある学校
△ 単位制の普通科と情報科及び通信制のある学校
▽ 単位制の普通科及び通信制のある学校
▲ 単位制の普通科のある学校
▼ 単位制の総合学科のある学校
◆ 産業科の学校

■〈28〉墨田工

■〈30〉中野工

 ● 
〈47〉五日市 

〈54〉立川緑▼ 
■〈34〉

小金井工

都立高校定時制・通信制課程設置校の配置図（令和７年度） ※〈 〉の番号は、P．22～30 の「都立高校定時制・通信制課程設置校一覧」の番号に対応しています。
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都⽴⾼校定時制・通信制課程設置校⼀覧

▽夜間定時制高校

■普通科を設置している学校

●品川区豊町２－１－７ ●品川区小山３－３－３２
●℡　０３－３７８６－３３５５ ●℡　０３－３７１４－８１５５
●東急⼤井町線「⼾越公園」徒歩４分 ●東急目⿊線「武蔵小山」徒歩１分
●都営浅草線「⼾越」徒歩１２分

●⼤⽥区⻄蒲⽥２－２－１ ●⼤⽥区東六郷２－１８－２
●℡　０３－３７５３－３１６１ ●℡　０３－３７３７－６５６５
●東急池上線「池上」徒歩８分 ●京浜急⾏線「雑⾊」徒歩３分

●世⽥谷区用賀２－４－１ ●世⽥谷区桜上水４－３－５
●℡　０３－３７００－４３３０ ●℡　０３－３３０３－５３８１
●東急⽥園都市線「用賀」徒歩１１分、「桜新町」徒歩１１分 ●京王線「下⾼井⼾」徒歩８分、「桜上水」徒歩６分

〈〈11〉〉　　大大崎崎 普通科 〈〈22〉〉　　小小山山台台 普通科

https://www.metro.ed.jp/osaki-h/ https://www.metro.ed.jp/koyamadai-h/

https://www.metro.ed.jp/omori-he/ https://rokugokoka-h.metro.ed.jp/tei/teijisei.html

校⻑から︓ いろいろな⼈との出会いがあり、共に学び合う場がここに
あります。それぞれの目標に向かい、着実に学びを進めていきましょう。
先生も生徒も温かい雰囲気の学校です。

校⻑から︓本校定時制は普通科・生産⼯学科(⼯業科)の２つの
科があります。みなさんの興味や関心に応じて、希望する学科を選ぶ
ことができます。⾃由選択科目や学外単位を履修・修得することで、
3年間で卒業することも可能です。詳しくはお問い合わせください。

〈〈55〉〉　　桜桜町町 普通科 〈〈66〉〉　　松松原原 普通科

校⻑から︓本校は生徒数が少ないため、教員と生徒の距離も非常
に近く、生徒一⼈一⼈に寄り添った指導を可能にしています。これま
での経歴は一切不問です︕勉強や学校⾏事に全⼒投球し、貴⽅に
とって「唯一無二の居場所」を崎定に作ってみませんか。

校⻑から︓小山台⾼校定時制は、さまざまな国の⼈たちが多く在籍
しており、みんながお互いを尊重し合いながら仲良く学習しています。
また駅からのアクセスも非常に便利です。学習や部活動など⾼校生
活に意欲的に取り組んでみませんか︕

〈〈33〉〉　　大大森森 普通科 〈〈44〉〉六六郷郷工工科科 普通科
(生産⼯学科)

https://www.metro.ed.jp/sakuramachi-he/ https://www.metro.ed.jp/matsubara-he/
校⻑から︓『⾃ら学び、考え、⾏動する⼈を育てる』『生涯学習の基
礎を培う』ことを基にする「都⺠に信頼される落ち着いた学校」を目指
しています。単学級で少⼈数の落ち着いた環境です。３年間で卒業
できる三修制も導入しています。

校⻑から︓静かで落ち着いた環境のなか、本校の合⾔葉「ゆっくり・
しっかり・一歩ずつ」を⼤切にした定時制⾼校です。熱心な先生たち
が学習・⾏事・部活動・個別相談等で生徒に寄り添い、充実した学
校生活を⽀援します。近年、進路決定率１００％です。

学学 単単 ３３

学学

●各学校の右横のアイコンは、それぞれ次の内容を示しています。

●各学校名の左の番号は、P.２０～２１の「都立高校定時制・通信制課程設置校の配置図（令和７年度）」の番号に

対応しています。

⇒学年制学学 ⇒単位制単単
⇒各学校が定める条件を満たせば、

３年間での卒業が可能
３３

学学 学学

３３ 学学

⇒学校ホームページQR
コード
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●豊島区千早４－９－２１ ●北区王⼦６－８－８
●℡　０３－３９５８－０１２１ ●℡　０３－３９１３－５０７１
●有楽町線・副都心線「小竹向原」徒歩７分、「千川」徒歩８分 ●ＪＲ京浜東北線「王⼦」徒歩14分
●⻄武池袋線「江古⽥」徒歩１４分 ●南北線「王⼦神谷」徒歩７分

●板橋区徳丸２－１７－１ ●板橋区小茂根５－１８－１
●℡　０３－３９３７－６９１１ ●℡　０３－３９５８－２１２１
●東武東上線「東武練馬」徒歩５分 ●東武東上線「上板橋」徒歩１５分

●⾜⽴区中央本町１－３－９ ●葛飾区⽴⽯６－４－１
●℡　０３－３８８９－２２０４ ●℡　０３－３６９１－８４７６
●東武スカイツリーライン「五反野」徒歩８分

●葛飾区新宿３－１４－１ ●江⼾川区松島２－３８－１
●℡　０３－３６０７－５１７８ ●℡　０３－３６５１－０２９７
●京成線・北総線「京成⾼砂」徒歩１０分 ●ＪＲ総武線「新小岩」徒歩１５分
●ＪＲ常磐線「⾦町」徒歩２０分

https://www.metro.ed.jp/toshima-he/ https://www.metro.ed.jp/asuka-he/

校⻑から︓一⼈一⼈を⼤切にする⼿厚い指導と、スモールステップ学
習で「分かった」・「できた」を⼤切にしています。令和４年１⽉からは
新校舎での学校生活がスタートし、快適かつ落ち着いた環境の中で
勉強ができます。⾏事や講演会等も充実しています。

校⻑から︓1⽇６時間授業を実施し、３年間で卒業できる単位制
の夜間定時制です。少⼈数の落ち着いた環境で学校生活を送り、
⾃分のペースで学ぶことができます。また、⽇本語教育が充実している
ので、外国籍の生徒も安心して学ぶことができます。部活動も活発
で、全国⼤会にも出場しています。

〈〈99〉〉板板橋橋有有徳徳 普通科 〈〈1100〉〉　　大大山山 普通科

〈〈77〉〉　　豊豊島島 普通科 〈〈88〉〉　　飛飛鳥鳥 普通科

●有楽町線・副都心線「氷川台」徒歩１５分、「小竹向原」徒歩１５分
https://www.metro.ed.jp/itabashiyutoku-he/ https://www.metro.ed.jp/ohyama-he/
校⻑から︓さまざまな理由で本校を選んだ仲間たちが、お互いのこと
を認め合い、お互いのことを⼤切にし、「⾃分らしさ」を保ちながら学ん
でいます。学習面でも生活面でも先生⽅は、一⼈一⼈の生徒のペー
スに合わせて丁寧に指導してくれます。

校⻑から︓広い敷地に生徒数27名、学習面・生活面を親⾝にサ
ポート。進路指導に⼒を入れ、それぞれの目標を達成させます。落ち
着いた雰囲気の中、⾃分探しをして、⼤山に入ってよかったという経
験や達成感を⼿に入れましょう。

〈〈1111〉〉　　足足立立
普通科
(商業科) 〈〈1122〉〉　　南南葛葛飾飾 普通科

●京成線「⽴⽯」徒歩8分、「⻘砥」徒歩10分、「お花茶屋」徒歩10分

https://www.metro.ed.jp/adachi-he/ https://www.metro.ed.jp/minamikatsushika-he/
校⻑から︓面倒⾒のよさが⾃慢の本校で充実した４年間を過ごしま
せんか。学習指導・進路指導・生活指導を三つの柱に生徒全員を
進級・卒業させようと丁寧な教育活動を進めています。商業科併置と
商業系の資格取得に⼒を入れているところも特⻑です。

校⻑から︓「じっくり　しっかり　4年間」を合⾔葉に、親⾝であたたかい
心の指導で「絶対卒業︕」を目指します。

〈〈1133〉〉葛葛飾飾商商業業
普通科

（商業科） 〈〈1144〉〉　　江江戸戸川川 普通科

●都営新宿線「船堀」から都バス「江⼾川⾼校前」徒歩２分
https://www.metro.ed.jp/katsushikasyogyo-he/ https://www.metro.ed.jp/edogawa-he/
校⻑から︓本校は、生徒が社会で生きるための⼒を⾝に付けることを
目指します。落ち着いた環境での学び直しを通じて、基礎学⼒向上
と資格取得に⼒を入れています。またカウンセラーとの相談では『なりた
い⾃分』になれるよう⽀援します。

校⻑から︓本校は生徒一⼈一⼈の個性を重んじながら、心⾝共に
健全な⼈間形成を目指しています。落ち着いてしっかりと勉強できる
学校であり続けるよう、よりよい学習環境づくりを心掛けています。

学学 ３３

単単 ３３

単単

学学

学学

学学

学学

学学
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●江⼾川区南葛⻄１－１１－１
●℡　０３－３６８７－４４９１
●東⻄線「葛⻄」から都バス「葛⻄南⾼校入⼝」徒歩２分

●府中市寿町１－１０－２ ●調布市若葉町１－４６－１
●℡　０４２－３６２－２２１１ ●℡　０３－３３００－８２６１

●京王線「仙川」徒歩７分
●ＪＲ中央線「国分寺」からバス「農業⾼校」徒歩１分

●町⽥市中町４－２５－３ ●福生市北⽥園２－１１－３
●℡　０４２－７２２－２２０１ ●℡　０４２－５５２－５６０１
●小⽥急線「町⽥」徒歩１３分 ●ＪＲ⻘梅線「福生」徒歩１２分
●ＪＲ横浜線「町⽥」徒歩１５分

●あきる野市五⽇市８９４ ●⼤島町元町字八重の水１２７
●℡　０４２－５９６－０１７６ ●℡　０４９９２－２－１４３１
●ＪＲ五⽇市線「武蔵五⽇市」徒歩１５分 ●東京竹芝から⾼速船で１０５分、調布から⾶⾏機で２５分。

●元町港・岡⽥港から⼤島バス「⼤島⾼校前」

https://www.metro.ed.jp/kasaiminami-he/

校⻑から︓きめ細かい学習指導、生活指導、進路指導を教職員が
一丸となって取り組んでいる結果、生徒の学校生活満⾜度が⾼い学
校です。勉強は苦⼿でも、やる気のある⽅はぜひ入学してください。

〈〈1177〉〉　　農農業業 普通科
(食品化学科) 〈〈1188〉〉　　神神代代 普通科

〈〈1155〉〉　　葛葛西西南南 普通科 〈〈1166〉〉　　立立川川 普通科

https://www.metro.ed.jp/machida-he/ https://www.metro.ed.jp/fussa-he/
校⻑から︓８学級約１１５名の生徒が、学習、⾏事、部活動に懸
命に取り組んでいます。外国にルーツのある生徒のための⽇本語指導
も⾏っています。桜美林⼤学と連携し、⽇本語指導を始め居場所カ
フェやフードドライブなども定期的に⾏っています。

校⻑から︓本校は生徒が「入って良かったと思える学校」を目指して
います。普段から「わかる」「楽しい」「ていねい」な授業を実践し、⻑期
休業中の補習にも取り組んでいます。また、充実した進路指導で、希
望の進路実現をしっかりとサポートします。

〈〈4477〉〉　　五五日日市市 普通科 〈〈2211〉〉　　大大島島 普通科

https://www.metro.ed.jp/nogyo-he/ https://www.metro.ed.jp/jindai-he/
校⻑から︓「⾃分の未来を⾃ら創造する夜間定時制⾼校」です。授
業や学校⾏事、クラブ活動等を通じ、成⻑できます。夢の実現のため
の基礎を築くことができます。食品化学科と共に学び、基礎からしっか
りと基礎・基本を習得し、社会性と責任感を⾼めます。

校⻑から︓本校は「学び、鍛え、輝け」を教育目標に、生徒の多くは
⾼校生活を前向きに取り組み、着実に成果を上げています。落ち着
いた環境の下、授業の充実だけでなく、学校⾏事や部活動の活性
化にも⼒を入れています。

〈〈1199〉〉　　町町田田 普通科 〈〈2200〉〉　　福福生生 普通科

https://itsukaichi-h.metro.ed.jp/tei/index.html https://www.metro.ed.jp/oshima-he/
校⻑から︓本校は「愛情・良識・勤勉」を教育目標とし、少⼈数であ
ることを生かして、個々の生徒に合った⼿厚い指導を⾏っています。1
年時からキャリア教育や体験活動を重視し、インターンシップや和太
鼓演奏で地域の⽅々との連携を深めています。

校⻑から︓伊⾖⼤島の⾃然と温かい⼈々に囲まれ、生徒と教師のふれあい
を⼤切にしています。少⼈数教育で一⼈一⼈の⼒を引き出す丁寧な指導で
す。地元産食材も使った給食が⾃慢です。一⼈暮らしで頑張る仲間もいま
す。また、個に応じた進路指導を丁寧に⾏っています。

学学

学学 ３３

学学 ３３ 学学 ３３

学学 ３３

学学 ３３ 学学 ３３

学学

●京王線「府中」徒歩５分、ＪＲ武蔵野線「北府中」徒歩12分

令和７年度、第１学年の募集は⾏わない予定です。
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●八丈島八丈町⼤賀郷３０２０
●℡　０４９９６－２－１１８１
●⽻⽥空港から⾶⾏機で55分。竹芝桟橋より東海汽船で10時間半。
八丈空港から⾞で5分。底⼟港から⾞で10分。

■農業科を設置している学校

●世⽥谷区深沢５－３８－１ ●杉並区今川３－２５－１
●℡　０３－３７０５－２１５４ ●℡　０３－３３９９－０１９１
●東急⼤井町線「等々⼒」徒歩１５分 ●⻄武新宿線「上井草」徒歩１０分
●東急⽥園都市線「桜新町」から東急バス「⽇本体育⼤学前」徒歩５分 ●ＪＲ中央線「荻窪」、「⻄荻窪」からバス「農芸⾼校」徒歩２分

〈〈1177〉〉　　

再掲

●葛飾区⻄⻲有１－２８－１ ●府中市寿町１－１０－２
●℡　０３－３６０２－２８６５ ●℡　０４２－３６２－２２１１
●ＪＲ常磐線「⻲有」徒歩１５分
●京成線「お花茶屋」徒歩２０分 ●ＪＲ中央線「国分寺」からバス「農業⾼校」徒歩１分

■工業科を設置している学校

●文京区本郷１－３－９ ●台東区蔵前１－３－５７
●℡　０３－３８１４－８７５５ ●℡　０３－３８６２－４４８８
●ＪＲ総武線「水道橋」徒歩３分 ●ＪＲ総武線「浅草橋」徒歩１０分
●都営三⽥線「水道橋」徒歩２分

https://www.metro.ed.jp/hachijo-he/

校⻑から︓豊かな⾃然の中で一⼈暮らしをしながら頑張る仲間もいます。ア
ルバイトも可能。少⼈数授業で丁寧に指導し、じっくり、ゆっくり、わかるまで、
あなたの学びを応援します︕SCやYSW、地域のサポート体制も充実。⼈も
気候も温かい八丈島で、忘れられない⾼校生活を送ってみませんか。

〈〈2233〉〉　　園園芸芸 園芸科 〈〈2244〉〉　　農農芸芸 農芸科

〈〈2222〉〉　　八八丈丈 普通科

https://www.metro.ed.jp/nosan-he/ https://www.metro.ed.jp/nogyo-he/
校⻑から︓共通教科は基礎・基本から学習し、農業に関する専門
教科では、野菜の栽培、寄せ植え及び食品製造などを幅広く学びま
す。新入生全員が初めて学習する農業の実習などに挑戦してみせん
か。１学年１クラスの落ち着いた環境です。

〈〈2266〉〉　　工工芸芸
マシンクラフト科、アートクラフ
ト科、インテリア科、グラフィッ
クアーツ科

〈〈2277〉〉蔵蔵前前工工科科 建築⼯学科

https://www.metro.ed.jp/engei-he/ https://www.metro.ed.jp/nogei-he/
校⻑から︓樹齢百年を超える樹々に囲まれ、落ち着いた雰囲気の
中で農業に関する学習・実習に取り組めます。造園とフラワー装飾の
技能⼠検定合格をサポートします。面倒⾒の良さが⾃慢です。勤勉
勤労の精神をもって、一緒に農業を学びましょう。

校⻑から︓農業の専門⾼校として21世紀の産業社会で活躍する⼈
材の育成を目指しています。農芸科では、普通科目と農業科目を
しっかりと学び、社会の一員として誠実で何事にも一生懸命に取り組
む生徒を育てています。

〈〈2255〉〉　　農農産産 農産科 農農業業
食品化学科
(普通科)

●都営浅草線「蔵前」徒歩６分、都営⼤江⼾線「蔵前」徒歩１５分
https://www.metro.ed.jp/kogei-he/ https://www.metro.ed.jp/kuramaekoka-he/
校⻑から︓都⽴⼯芸⾼校定時制は、都内唯一の⼯芸・デザイン系
の専門⾼校です。ものづくり・デザインに興味のある⽅、それらの知識、
技術を⾝に付けたいという熱意のある⽅は、施設・設備の充実してい
る本校でぜひ学んでください。

校⻑から︓建築⼯学科は、建築科・設備⼯業科を複合した学科で
す。２学年から、建築⼜は設備⼯業を選択し、専門的に学ぶことが
できます。Ａ・Ｂ時程の授業を受けることで、３年間での卒業も可能
です。

学学

学学 ３３

学学

学学

学学

学学 ３３

学学 ３３

●京王線「府中」徒歩５分、ＪＲ武蔵野線「北府中」徒歩12分

校⻑から︓「⾃分の未来を⾃ら創造する夜間定時制⾼校」です。授
業や学校⾏事、クラブ活動等を通じて成⻑でき、夢の実現のための
基礎を築くことができます。栽培したものを調理・加⼯し、販売までを
を学び、食品のプロフェッショナルとしての責任感を⾝に付けます。
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〈〈44〉〉

再掲

●江東区森下５－１－７ ●⼤⽥区東六郷２－１８－２
●℡　０３－３６３１－４９２８ ●℡　０３－３７３７－６５６５
●都営新宿線「菊川」徒歩５分 ●京浜急⾏線「雑⾊」徒歩３分
●都営⼤江⼾線・東京メトロ半蔵門線「清澄⽩河」徒歩１５分

●世⽥谷区成城９－２５－１ ●中野区野⽅３－５－５
●℡　０３－３４８３－０２０４ ●℡　０３－３３８５－７４４５

●⻄武新宿線「野⽅」徒歩７分
●ＪＲ中央線「中野」からバス「野⽅駅前」徒歩５分

●荒川区南千住６－４２－１ ●板橋区富⼠⾒町２８－１
●℡　０３－３８０２－１１７８ ●℡　０３－３９６３－４３３３

●葛飾区南水元４－２１－１ ●小⾦井市本町６－８－９
●℡　０３－３６０７－４５００ ●℡　０４２－３８１－４１４１

https://www.metro.ed.jp/sumidakoka-he/ https://rokugokoka-h.metro.ed.jp/tei/teijisei.html

校⻑から︓本校の総合技術科は、１年次の前半に４つのコースの基礎を体
験した後、⾃分の希望する専門（コース）を選べます。アットホームな少⼈
数授業できめ細かく、⾃⽴した社会⼈として進路実現できるようにサポートし
ます。進路決定率は毎年ほぼ１００％です。

校⻑から︓本校定時制は普通科・生産⼯学科(⼯業科)の２つの
科があります。みなさんの興味や関心に応じて、希望する学科を選ぶ
ことができます。⾃由選択科目や学外単位を履修・修得することで、
3年間で卒業することも可能です。詳しくはお問い合わせください。

〈〈2299〉〉総総合合工工科科
総合技術科（⾃動
⾞、電気、建築） 〈〈3300〉〉中中野野工工科科

総合技術科（機
械、食品⼯業）

〈〈2288〉〉墨墨田田工工科科
総合技術科（機械、電
気、建築・⼤⼯、⾃動
⾞）

六六郷郷工工科科
生産⼯学科
(普通科)

〈〈3311〉〉荒荒川川工工科科
電気科
電⼦科 〈〈3322〉〉北北豊豊島島工工科科 機械科

●ＪＲ常磐線、⽇比谷線、つくばエクスプレス「南千住」徒歩１２分 ●東武東上線「中板橋」徒歩９分

●小⽥急線「成城学園前」徒歩１５分、京王線「仙川」からバス「南入間町」徒歩５分

●京王線「千歳烏山」、小⽥急線「成城学園前」からバス「都⽴総合⼯科前」徒歩１分

https://www.metro.ed.jp/sogokoka-he/ https://www.metro.ed.jp/nakanokoka-he/
校⻑から︓基礎・基本の学び直しと、広⼤な敷地にある、充実した
施設・設備を生かした⾃動⾞、電気、建築の各専門科目で知識・
技能を学び、エンジニアを育てます。在学中に２つ以上のプロの資格
取得を目指し、進路決定率は８年連続１００％です。

校⻑から︓「あいさつを⼤事にして、職業⼈としての⽴ち居振る舞いが
できる生徒」「就職試験に合格できる学⼒の定着」を育成目標に教
育しています。機械類型と食品⼯業類型があります。興味のある⽅
はぜひホームページを⾒てください。

〈〈3333〉〉本本所所工工科科
総合技術科（機械、
電気、電⼦） 〈〈3344〉〉小小金金井井工工科科

機械科、
電気科､電⼦科

●ＪＲ常磐線「⾦町」徒歩１５分、京成線「⾦町」徒歩１６分 ●ＪＲ中央線「武蔵小⾦井」徒歩８分

●⽇比谷線、都電荒川線「三ノ輪（橋）」徒歩１２分、京成線「千住⼤橋」徒歩１０分 ●都営三⽥線「板橋本町」徒歩１１分
https://www.metro.ed.jp/arakawakoka-he/ https://www.metro.ed.jp/kitatoshimakoka-he/
校⻑から︓電気科・電⼦科を設置する都⽴唯一の電気系⼯科⾼
校です。落ち着いた学習環境の中で、学習の基礎・基本を充実させ
るとともに、社会に貢献できる実践的な⼯業技術の習得、免許・資
格取得に⼒を入れ、⾃⽴してたくましく生きていく⼈間を育成します。

校⻑から︓機械科を設置した⼯科⾼校で、学び直しも考慮したわか
りやすい授業を⾏っています。卒業後の進路に備えて、資格取得に
⼒を入れています。「あきらめない」をモットーに基礎学⼒を⾝に付けた
い⼈やものづくりに興味のある中学生はぜひ本校へ。

●ＪＲ常磐線「⾦町駅北⼝」から「葛飾総合⾼校（⾦６２系統）」徒歩３分
https://www.metro.ed.jp/honjokoka-he/ https://www.metro.ed.jp/koganeikoka-he/

校⻑から︓『面倒⾒の良い学校』を経営目標に掲げています。基礎
学⼒の獲得、資格取得を学校全体で取り組んでいます。　生徒や地
域の実態に即して定めた多様な学習スタイルを通して、４年間を通し
たキャリア教育を推進しています。

校⻑から︓多様な生徒の特性を尊重した学習指導により、学びなお
しに適した環境が整っています。落ち着いた校風で安心な学校生活
をおくることができます。近年、電気⼯事⼠やIT系国家資格の取得
で成果が上がっています。個別の入学相談や校内⾒学も随時受け
付けていますのでご連絡ください。

学学 ３３ 単単 ３３

学学 学学

学学 学学

学学 学学
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■商業科を設置している学校
〈〈1111〉〉

再掲

●江東区越中島３－３－１ ●⾜⽴区中央本町１－３－９
●℡　０３－３６４１－０３８０ ●℡　０３－３８８９－２２０４

●東武スカイツリーライン「五反野」徒歩８分

〈〈1133〉〉

再掲

●葛飾区新宿３－１４－１ ●国⽴市中３－４
●℡　０３－３６０７－５１７８ ●℡　０４２－５７２－０１３２
●京成線・北総線「京成⾼砂」徒歩１０分
●ＪＲ常磐線「⾦町」徒歩２０分

■併合科を設置している学校 ■産業科を設置している学校

●瑞穂町⽯畑２０２７ ●墨⽥区⽴花４－２９－７
●℡　０４２－５５７－０１４２ ●℡　０３－３６１７－８３１１

■総合学科を設置している学校

●⻘梅市勝沼１－６０－１ ●東久留⽶市幸町５－８－４６
●℡　０４２８－２２－７６０４ ●℡　０４２－４７１－２５１０

〈〈3355〉〉第第三三商商業業 商業科 足足立立
商業科
(普通科)

●ＪＲ京葉線「越中島」徒歩８分、東⻄線・都営⼤江⼾線「門前仲町」徒歩１５分、有楽町線「豊洲」徒歩１５分

●東⻄線・都営⼤江⼾線「門前仲町」・有楽町線「豊洲」からバス「都⽴三商前」徒歩１分

●ＪＲ中央線「国⽴」徒歩１８分
●ＪＲ南武線「谷保」・「矢川」徒歩１６分

https://www.metro.ed.jp/katsushikasyogyo-he/ https://www.metro.ed.jp/daigosyogyo-he/index.html
校⻑から︓本校は、生徒が社会で生きるための⼒を⾝に付けることを
目指します。落ち着いた環境での学び直しを通じて、基礎学⼒向上
と資格取得に⼒を入れています。またカウンセラーとの相談では『なりた
い⾃分』になれるよう⽀援します。

校⻑から︓五商の特⾊は、①基礎基本の徹底（習熟度別・少⼈
数制授業）、②楽しい学校⾏事、③盛んな部活動、④夢が実現す
る進路（丁寧な資格取得⽀援）、⑤充実した施設設備です。一
度本校へご連絡の上、お越しください。

https://www.metro.ed.jp/daisansyogyo-he/ https://www.metro.ed.jp/adachi-he/
校⻑から︓落ち着いた学習環境で基礎学⼒を⾝に付け、資格取得
に⼒を入れた学習を⾏います。校外学習や学校⾏事に⼒を入れ、
充実した学校生活を送ることができます。生徒一⼈一⼈が光り輝く
「SUN商」で、共に夢の実現を目指しましょう。

校⻑から︓面倒⾒のよさが⾃慢の本校で充実した４年間を過ごしま
せんか。学習指導・進路指導・生活指導を三つの柱に生徒全員を
進級・卒業させようと丁寧な教育活動を進めています。商業科併置と
商業系の資格取得に⼒を入れているところも特⻑です。

葛葛飾飾商商業業
商業科
(普通科) 〈〈3366〉〉第第五五商商業業 商業科

●ＪＲ総武線「平井」徒歩１２分
https://www.metro.ed.jp/mizuhonogei-he/ https://www.metro.ed.jp/tachibana-he/

校⻑から︓本校は『生命(いのち)に学び夢を叶える』というキャッチフ
レーズのもと、普通科と農業科で1クラスを編成し普通科の生徒も1
年では農業を学びます。徹底した生活指導と４年間での計画的な
キャリア教育プログラムにより落ち着いた環境と規律のある学校です。

校⻑から︓定時制課程で唯一の産業科の⾼校です。ビジネスやもの
つくり、また伝統⼯芸の技や文化の学習を通して、就職や進学など幅
広い進路希望の実現を目指します。一緒に描こう未来のプラン︕必
要なのは「やる気」と「根気」と「チャレンジ精神」

〈〈3377〉〉瑞瑞穂穂農農芸芸 普通科／農業科 〈〈3388〉〉　　橘橘 産業科

●ＪＲ八⾼線「箱根ヶ崎」徒歩２０分 ●東武⻲⼾線「東あずま」徒歩３分

https://www.metro.ed.jp/ome-sogo-he/
校⻑から︓総合学科である本校は、「⾃分でつくる、⾃分の未来」をスローガ
ンに掲げ、勉強・⽇本語が苦⼿でも⾼校に通いたい、卒業したい⼈を全⼒で
⽀援します。時間割は農業系、家庭科系、福祉系など様々な選択科目か
らデザインできます。⾃分のペースに合わせて４年間通うか、３年間で卒業
するか、相談しながら決められます。

校⻑から︓キャリア教育に⼒を入れ、希望進路や興味・関心に応じて科目
選択ができることが特徴です。社会⼈として必要な基礎学⼒、規範意識、
「意思決定」能⼒を育成し、希望の進路実現を図ります。4年間で卒業でき
る課程に加え、３年間で卒業できる課程もあります。

〈〈3399〉〉青青梅梅総総合合 総合学科 〈〈4400〉〉東東久久留留米米総総合合 総合学科

●ＪＲ⻘梅線「東⻘梅」徒歩３分 ●⻄武池袋線「清瀬」徒歩１５分、「東久留⽶」徒歩１８分

学学 学学

学学 学学

学学 ３３ 学学 ３３

単単 ３３ 単単 ３３

https://www.metro.ed.jp/higashikurumesogo-he/
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▽昼夜間定時制高校

●千代田区東神田１－１２－１３ ●新宿区山吹町８１
●℡　０３－３８６２－６０６１ ●℡　０３－５２６１－９７７１

●台東区今⼾１－８－１３ ●杉並区荻窪５－７－２０
●℡　０３－３８７４－３１８２ ●℡　０３－３３９２－６４３６

●八王子市台町３－２５－１ ●⽴川市泉町９３５－４
●℡　０４２－６２２－７５６３ ●℡　０４２－５３７－４６１１

▽チャレンジスクール

●港区六本⽊６－１６－３６ ●江東区千石３－２－１１
●℡　０３－５４１１－７３２７ ●℡　０３－５６０６－９５００

〈〈4411〉〉　　一一橋橋 普通科 〈〈4422〉〉新新宿宿山山吹吹
  普通科、
  情報科

●ＪＲ総武線「馬喰町」徒歩３分、「浅草橋」徒歩７分 ●東⻄線「早稲田」「神楽坂」、有楽町線「江⼾川橋」徒歩１０分
●都営浅草線「東日本橋」徒歩８分、都営新宿線「馬喰横山」徒歩４分 ●都営⼤江⼾線「⽜込柳町」徒歩１５分、都電荒川線「早稲田」徒歩１５分
https://www.metro.ed.jp/hitotsubashi-he/ https://www.metro.ed.jp/shinjukuyamabuki-h/
校⻑から︓朝、昼、⼣と３つの登校時間があり、４５分の4時間授
業で、自分に合う多様な選択科目を受講できます。部活動も盛ん
で、複数の部が全国⼤会に出場しています。自由な校風の中、一人
一人を尊重し支援する体制が整っています。

校⻑から︓本校は、単位制・4部制で、普通科・情報科があります。
⽣徒は、自分の進路希望や得意・不得意を考え、自分だけの時間
割を作り学びます。時間割を⼯夫して3年間での卒業を目指す⽣徒
もたくさんいます。

〈〈4433〉〉　　浅浅草草 普通科 〈〈4444〉〉　　荻荻窪窪 普通科

●銀座線、東武スカイツリーライン「浅草」徒歩１０分 ●ＪＲ中央線・総武線、東⻄線、丸ノ内線「荻窪」徒歩４分
●都営浅草線「浅草」徒歩１５分
https://www.metro.ed.jp/asakusa-he/ https://ogikubo-h.metro.ed.jp/site/tei/
校⻑から︓⽣活スタイルに合わせて、朝・昼・夜の通学部を選択する
学校です。中学の学び直しから⼤学進学・資格取得まで対応した授
業を自分で選択。多くの⽣徒が３年間での卒業。専門家と連携した
教育相談体制も充実。あなたの「学びたい」に全⼒で応えます︕

校⻑から︓本校には、様々な学び⽅や学び直しの機会があります。
自分にあった学習時間帯を選べます。荻窪高校は、自分に合った学
びを⾒つけようというあなたのやる気を応援します。4年間（一日４時
間）でじっくり卒業を目指していきます。

〈〈4455〉〉八八王王子子拓拓真真 普通科 〈〈4466〉〉　　砂砂川川 普通科

●ＪＲ中央線「⻄八王子」徒歩８分 ●多摩モノレール「泉体育館」徒歩３分

https://www.metro.ed.jp/sunagawa-he/
校⻑から︓本校は昼夜間3部制にチャレンジクラスを併設した定時制
高校です。「学び直し」「居場所づくり」「キャリア教育」を重点目標とし
ています。授業外での補習・個別指導を充実させ個に応じた指導に
取り組んでいます。

校⻑から︓３部制・単位制・普通科の学校です。少人数の授業で
学⼒UP︕２年次から学べる自由選択科目も豊富です。部活動や
学校⾏事は、ⅠⅡⅢ部合同で⾏っています。ほとんどの⽣徒が３年
間で卒業しています。

〈〈4488〉〉　　六六本本木木 総合学科 〈〈4499〉〉　　大大江江戸戸 総合学科

●日⽐⾕線「六本⽊」徒歩７分 ●都営新宿線、半蔵門線「住吉」徒歩13分、東⻄線「東陽町」徒歩18分
●南北線「⿇布⼗番」徒歩９分、都営⼤江⼾線「⿇布⼗番」徒歩８分 ●ＪＲ総武線「錦糸町」・都営新宿線・半蔵門線「住吉」・東⻄線「東陽町」からバス「千田」徒歩３分

https://www.metro.ed.jp/roppongi-he/ https://www.metro.ed.jp/oedo-he/
校⻑から︓支援員が常駐する学習支援と教育相談を融合させた居
場所を新設し、 安心して登校でき、卒業まで支える環境を整備しま
した。100を超える講座から、自分の興味関心に合わせ選択し、将
来の目標実現に向かって学びたい人を支援する学校です。

校⻑から︓本校は、「今までよりもこれから」を⼤切に一人一人のチャ
レンジを応援していきます。江⼾の伝統・⽂化をはじめ、⽣活・福祉、
情報・ビジネスなど、たくさんの講座から自分のペースで選んで学ぶこと
ができます。

単単 ３３ 単単 ３３

単単 ３３

単単 ３３単単 ３３

単単 ３３

単単 ３３

単単 ３３

https://www.metro.ed.jp/hachiojitakushin-he/
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●世田⾕区北烏山９－２２－１ ●中野区上鷺宮５－１１－１
●℡　０３－３３００－６１３１ ●℡　０３－３９７０－８６５５

●北区⾚⽻北３－５－２２ ●⾜⽴区⼩台２－１－３１
●℡　０３－３９０６－２１７３ ●℡　０３－３９１３－１１１１　

●⽴川市錦町６－３－１
●℡　０７０－３３５０－２８９３

〈〈5500〉〉世世田田谷谷泉泉 総合学科 〈〈5511〉〉　　稔稔ヶヶ丘丘 総合学科

●京王線「千歳烏山」徒歩１５分 ●⻄武新宿線「下井草」徒歩７分
●ＪＲ中央線「吉祥寺」からバス「ときわ橋」、「昭和⼤学付属烏山病院」徒歩５分 ●⻄武池袋線「富⼠⾒台」徒歩１５分
https://www.metro.ed.jp/setagayaizumi-he/ https://www.metro.ed.jp/minorigaoka-he/
校⻑から︓⼩中学校で不登校だった人、⻑期⽋席が理由で他の高
等学校を中途退学した人、そうした経験をもつ皆さんのためのチャレン
ジスクールです。多様な学びの機会を保障することで⽣徒が不登校を
苦しむ必要がない学校をめざしています。

校⻑から︓「自他のチャレンジを尊重する」を合⾔葉に、⽣徒それぞ
れが落ち着いて学習に取り組める環境を⼤切にしています。また、自
⽴した未来の達成に向け、「学びなおし」から⼤学受験まで、豊富な
学習の機会を用意して皆さんをお待ちしています。

〈〈5522〉〉　　桐桐ヶヶ丘丘 総合学科 〈〈5533〉〉　　小小台台橋橋 総合学科

●ＪＲ埼京線「北⾚⽻」徒歩８分 ●JR山⼿線・京浜東北線「田端」からバス「⼩台橋」徒歩１分

校⻑から︓⽣徒の【個性】【居場所】【自⽴】を⼤切にし、安心して学
べる環境を前提に、「個々の学びたい思い」「社会につながる学び」を
支え、多様で柔軟な教育活動を展開します。仲間と共に、自分らし
い目標にチャレンジしましょう。

●都営三田線「志村坂上」徒歩１５分 ●都電荒川線「⼩台」徒歩７分
https://www.metro.ed.jp/kirigaoka-he/ https://www.metro.ed.jp/odaibashi-he/

校⻑から︓本校は、自分で⾒つけた目標に向かってチャレンジできる
学校です。⽣徒一人一人の『今から、ここから』を「丁寧・親身・チーム
ワーク」で応援していきます。

校⻑から︓⽣徒一人一人のウェルビーイングに焦点を当て、多様で
柔軟な教育活動を実施します。総合的な資質・能⼒を身に付け、自
ら調べ考え発する（自調・自考・自発）ことによって、学びや勤労に
チャレンジし、自⽴できる⽣徒を育成します。

〈〈5544〉〉　　立立川川緑緑 総合学科

●ＪＲ中央線「⽴川」徒歩２１分、ＪＲ南武線「⻄国⽴」徒歩１２分
●多摩モノレール「⽴川南」徒歩１９分 
https://www.metro.ed.jp/tachikawa-challenge-he/

単単 ３３ 単単 ３３

単単 ３３ 単単 ３３

単単 ３３
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▽通信制高校
〈〈4411〉〉 〈〈4422〉〉

再掲 再掲

●千代田区東神田１－１２－１３ ●新宿区山吹町８１
●℡　０３－３８６２－６０６１ ●℡　０３－５２６１－９７７１

※WEB学習コースについての詳細は、p.11参照
〈〈4466〉〉

再掲

●⽴川市泉町９３５－４

課　程

０３－５４８１－５８２７

０３－３９１4－５８４９

０３－３８１４－５２７５

０３－３２３７－３１４１

０４２－５７２－３１５１

０３－５４９４－７７１１

０３－３８９５－３０５１

０４２－６５１－３８９３

０３－３４６７－８１１１

０３－３４９２－３３８８

０３－５６０８－１０３３

 八王子市下恩方町２７２７

 渋谷区富ヶ谷２－１０－７

 目黒区目黒１－６－１５

 墨田区太平２－９－６

聖パウロ学園高等学校

東海大学付属望星高等学校

 世田谷区成城１－１１－１

校⻑から︓本校は単位制・無学年制の普通科の⾼等学校です。平
⽇は⾃宅等でレポートに取り組み、⼟曜⽇はスクーリングに出席しま
す。令和4年度から、電⼦レポートを導⼊しました。新たにWEB学習
コースが開設され、夏季集中スクーリングを開講しています。

私⽴⾼校定時制・通信制課程設置校⼀覧

所　 在　 地

 世田谷区若林４－３３－１

 北区王子６－１－１０

校⻑から︓スクールカウンセラーやユースソーシャルワーカー、NPOと連
携して、⽣徒個々の状況に応じた丁寧な対応を学校全体で⾏ってい
ます。前籍校での修得単位も活かして、合計７４単位で卒業できま
す。

普通科

●多摩モノレール「泉体育館」徒歩３分

https://www.metro.ed.jp/sunagawa-hc/

砂砂川川

定時制

科学技術学園高等学校

北豊島高等学校

 文京区春日１－１３－２７

 千代田区神田神保町２－４２

 国立市富士見台２－３６－２

 荒川区東尾久６－３４－２４

普通科

●ＪＲ総武線「馬喰町」徒歩３分、「浅草橋」徒歩７分 ●東⻄線「早稲田」「神楽坂」、有楽町線「江⼾川橋」徒歩１０分

一一橋橋 新新宿宿山山吹吹

通信制

校 名 電 話

国士舘高等学校

普通科

●都営浅草線「東⽇本橋」徒歩８分、都営新宿線「馬喰横山」徒歩４分 ●都営⼤江⼾線「⽜込柳町」徒歩１５分、都電荒川線「早稲田」徒歩１５分
https://www.metro.ed.jp/hitotsubashi-hc/ https://www.metro.ed.jp/shinjukuyamabuki-h/
校⻑から︓通信制は、⾃学⾃習を基本に、⾃分のペースで学習でき
ます。「レポート」を期⽇までに提出し、規定回数の「スクーリング」に出
席し、前期・後期の「試験」に合格することで、単位を修得し、卒業す
ることができます。

目黒日本大学高等学校

立志舎高等学校

駿台学園高等学校

中央大学高等学校

大原学園高等学校

ＮＨＫ学園高等学校

単単 ３３

単単 ３３

単単 ３３

●℡　０４２－５３７－４９８２
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都⽴⾼校について詳しく知りたい⽅は、以下のサイトも御参照ください。

（１）PRサイト「＃だから都⽴⾼（PROJECT TORITSU）」

https://www.toritsuko.metro.tokyo.lg.jp

（２）都⽴学校魅⼒PR動画「まなびゅ〜」

（３）「令和７年度東京都⽴⾼等学校に⼊学を希望する皆さんへ」

「令和７年度東京都⽴⾼等学校に⼊学を希望する皆さんへ」（令和６年７⽉発⾏）
都⽴⾼校の⼊試の仕組み、都⽴⾼校の種類と内容等、定時制・通信制課程で
学ぼうとする皆さんにとって参考になる内容を掲載しています。
本書と併せて、是非御覧ください。
なお、11⽉上旬に発⾏予定の「令和７年度東京都⽴⾼等学校募集案内」

には、各都⽴⾼校の⼊試の内容をより詳しく掲載します。

ササイイトトはは

ここちちらら→→
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　東京都教育相談センターでは、高校進級・進路・入学等に関する相談や、不登校・学業不振など
教育に関する相談を行っています。どうぞ御活用ください。

高高校校進進級級・・進進路路・・入入学学相相談談 電電話話　　００３３（（３３３３６６００））４４１１７７５５

　平日　　　　　午前９時から午後９時まで　

　土・日・祝日　午前９時から午後５時まで

　（閉庁日及び年末年始は除く。）

教教育育相相談談一一般般・・東東京京都都いいじじめめ相相談談ホホッットトラライインン          電電話話　　００１１２２００（（５５３３））８８２２８８８８

　２４時間対応

　　　　※※　　いいずずれれのの相相談談もも来来所所相相談談がが可可能能でですす。。事事前前にに上上記記電電話話番番号号ににてておお申申込込みみくくだだささいい。。

〒169-0074  
東京都新宿区北新宿四丁目６番１号
（東京都子供家庭総合センター４階）
 https://e-sodan.metro.tokyo.lg.jp/

＜交通＞
ＪＲ中央・総武線（各駅停車）
「大久保駅」北口徒歩１３分
「東中野駅」東口徒歩１１分
東京メトロ東西線
「落合駅」３番出口徒歩１０分
西武新宿線
「下落合駅」徒歩１２分
ＪＲ山手線
「高田馬場駅」早稲田口徒歩１５分

都立高校入試相談コーナーでは、都立高校の入試・転学・編入学に関する相談を受け付けています。

問合せ時間　月曜日から金曜日まで（祝日・年末年始を除く｡）　午前9時から午後5時まで

電話 03-5320-6755（直通）

　※　来所相談も可能です。お気軽にお問い合わせください。

〒163-8001　東京都新宿区西新宿2－8－1　都庁第二本庁舎15階

　　令和６年10月発行

編集・発行　東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課
　　　　　　〒163-8001　東京都新宿区西新宿二丁目８番１号
　　　　　　電話　０３（５３２０）６７４２
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